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疑
古
派
禺
天
神
論
の
検
証
か
ら
の
再
出
発

(下

の

一
)

中

島

敏

夫

・
・
…

六

司
馬
遷

は

『史
記
』
「五
帝
本
紀
」
の
末
尾
に

「太
史
公
曰
く
」
と

し
て
、
中

国
史
幕
開
け
の
歴
史

の
執
筆

に
つ
い
て
の
自
ら
の
考
え
を

披
渥
し
て

い
る
。
「太
史
公
」
と
は
司
馬
遷

一
家
代
々
の
史
官

の
官
職

名
、

こ
こ
で
は
司
馬
遷
自
ら
を
指
す
。

「学
者
多
く
五
帝
を
稻
す
る

と
お

せ
ん

に
、

尚

し

(　

)
」

と

切

り

出

す

。

五

帝

は

『
史

記

』

で

は
黄

帝

・額

ぎ

ょ
く

こ
く

ム　
　

碩

・
帝

響

・
尭

・
舜

を
指

す

。

訳

文

で
示

す

。

た
た

と
お

学
者

は
多
く
五
帝
を
称
え
る
が
、
五
帝
の
こ
と
は
尚

い

(遠

い
)

話
だ
。
『尚
書
』
に
は
尭
以
後
の
こ
と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

諸
子
百
家
は
黄
帝
に
つ
い
て
語
る
が
、
そ
の
言
葉
は
口
に
滑
ら
か

な
標
準
語

で
語
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

一
般
の
知
識
人
の
言
葉

と
し
て
は
普
通

口
に
し
な
い
誰
り
あ
る
言
葉

で
あ
る
。
孔
子
が
伝

え
る

「宰
余
問
五
帝
徳
」
(宰
余
、
五
帝
徳

を
問
う
)
篇

(現
篇
名

は

「五
帝
徳
」
篇
)
と

「帝
繋
姓
」
篇

(現
篇
名

「帝
繋
」
篇
。

だ

た
い
れ
い

両
篇
共
に

『大
戴
禮
』
に
載
る
)
は
、
学
者
中
に
は
こ
れ
を
伝
え

く
う
ど
う

な
い
人
も
い
る
く
ら
い
だ
。
私
は
か
つ
て
西
は
空
桐
山
ま
で
行
き
、

た

く
ろ
く

わ
い

が

北
は
琢
鹿
を
尋
ね
た
。
東
は
東
海
に
至
り
、
南
は
長
江

・
准
河
に

浮
か
ん
だ
。
地
の
長
老
が
往
々
黄
帝

・
尭

・
舜
を
誉
め
称
え
る
と

こ
ろ
に
行

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地

は
風
俗
教
育
も
他
と
は

違

っ
て
い
た
。
総
じ
て
古
文

に
出
て
く
る
内
容

に
近
か
っ
た
の
で

あ
る
。
私
が

『春
秋
』
『國
語
』
を
読
ん

で
み
る
に
、
そ
の
中

で

は
、
こ
の

〈五
帝
徳
〉
〈帝
繋
姓
〉
記
載

の
内
容
が
は
っ
き
り
裏
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
顧
り
み
る
に
、
学
者
は
深
く
考
え
な
い
だ
け
で
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あ
り
、

そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
は
決
し
て
内
容
空
虚
な
も
の
で

は
な

い
。
『尚
書
』
に
は
、
空
白
部
分
も
あ
り
、
欠
け
て
い
る
部
分

(黄
帝
等

の
記
載
)
が
あ
る
。
そ
の
漏
れ
た
部
分
は
往
々
、
他
の
説

に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
好
学
で
深
い
思

い
で
も

っ
て
そ
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
を
知
れ
ば
と
も
か
く
も
、
浅
見
寡
聞
な
徒
に
口
に

出
来
る

こ
と
で
は
な
い
。
私
は
諸
帝

の
順
序
も
考
慮

し
列

べ
た
。

そ
の
伝

承
中
、
特
に

「雅
な
る
も
の
」
(正
統
的
な
も

の
)
を
選
ん

で
、
こ

の
書
の
本
紀

の
最
初

に
置

い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
司
馬
遷
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、
中
国
史

の
幕
開

け
を
書
き
始
め
た
か
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
中
国
史

の
文
献
史
料
中

で
、
最
も
古
く
、
最
大
か
つ
最
も
正
統
的
な
地
位
を
占

め
る

『尚
書
』

か
ら
始
め
な
か

っ
た
わ
け
が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。
司
馬
遷
が
行

っ

た
と

い
う
、
西

の
空
桐
山
と
は
、
荘
子
な
ど
の
黄
帝
伝
説
に
出
る
山
。

各
地
に
あ

る
が
、

一
般
に
は
甘
粛
省
平
涼

の
山
を
指
す
と
さ
れ
る
。

し

ゆ
う

北

の
琢
鹿
と
は
、
黄
帝
と
量
尤
が
戦

っ
た
と
さ
れ
る
地
。
今
の
北
京

に
近

い
。
東
海
と
は
、
山
東
省
沿
岸
部

の
地
で
、
孔
子
ゆ
か
り
の
齊
・

魯
を
言
う
。

「南
は
長
江

・
准
河
に
浮
か
ん
だ
」
と
い
う

の
は
、
『史

か
い
け
い

う

け
つ

記
』
巻
末

の
自
序

で
は

「會
稽

の
禺
穴

(漸
江
省
杭
州
市
)
と
九
疑

山
11
舜

の
葬
ら
れ
た
地

(湖
南
省
)
11
に
行

っ
た
」
と
述

べ
ら
れ
て
い

る
、
そ
の
地
を
指
す
。
司
馬
遷
は
こ
の
旅

の
後
、
さ
ら
に
朝
廷

の
使

者
と
し
て
四
川

の
地

に
も
赴
く
。
こ
こ
で
着
目
し
た

い
の
は
、
こ
れ

ヒつ

こ

う

ら
司
馬
遷

が
訪
れ
た
地
が

『尚
書
』
「禺
貢
」
篇

に
い
う

「九
州
」
の

範
図
に
か
な
り
近

い
こ
と
で
あ
る
。
中
国

の
大
地
は
広
大
で
あ
る
。

そ
の
主
要
部
を
な
す

「九
州
」
も
広
い
。
し

か
し
、
そ
の

「九
州
」

の
大
部
分
を
司
馬
遷
は
自
ら
の
足

で
も

っ
て
行
脚
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
現
代
の
我
々
に
は
想
像
し
難
い
旅
行

で
は
あ
る
が
、
「九
州
」
行

脚
が
、
禺
に
と

っ
て
も
、
司
馬
遷
に
と

っ
て
も
、
想
像
を
絶
す
る
困

難
な
行
程
で
は
な
く
、
禺
の
時
代
に
も
充
分

に
可
能

で
あ

っ
た
こ
と

を
暗
示
す
る
。

文
献
史
料
と
し
て
の

『尚
書
』
に

つ
い
て
は
前
章

に
見
た
。

『左

傳
』
等

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。

『春
秋
左
氏
傳
』
は
歴
史
文
献
と
し
て
は
時
代
的
に

『尚
書
』
『逸

周
書
』
『詩
纒
』
を
継
ぐ

『春
秋
』
の

〈傳
〉
と
さ
れ
る
も
の
で
、
『春

秋
』
と
ほ
ぼ
同
期
ま
た
は
若
干
そ
れ
に
遅
れ
る
第
五

の
文
献
史
料

で

あ
る
。
『史
記
』
と
共
に
中
国
史
書

の
双
壁
を

な
す
。
中
国

に
止
ま
ら

さ

き
ゅ
う

ず
、
世
界

で
最
も
秀
れ
た
歴
史
書
と
な
し
得

る
。

一
般
に
は
左

丘

め
い明

の
作
と
さ
れ
る
。
左
丘
明
は

『論
語
』
中

で
、
孔
子
が

「巧
言
、

す

う
き
ょ
う

き
ゅ
う

令
色
、
足

恭

(過
度

の
丁
寧
さ
)
は
、
左
丘
明
、
之
を
恥
ず
。
丘

(わ
た
し
孔
子
)
も
之
を
恥
ず
。
云
々
」
と
述

べ
て
お
り
、
こ
の
左
丘

明
が

『左
傳
』

の
作
者
左
丘
明
を
指
す
と
す

る
説
が
有
力

で
あ
る
。

『左
傳
』

は
特

に
日
本

で
は

『史
記
』

ほ
ど
に
は
親
し
ま
れ
て
い
な

い
。
『史
記
』
が
中
国
史

の
幕
開
け
か
ら
漢
代

の
武
帝
時
代

(前

二
世

紀
)
に
至
る
ま
で
の
中
国
の
歴
史
を
総
括
す

る
通
史

で
あ
る
の
に
対

し
、
『左
傳
』
は
春
秋
時
代
を
記
録
す
る
史
書

『春
秋
』
の
経
文

(魯
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の
隠
公
元
年
11
前
七
二
二
～
哀
公

一
六
年
11
前
四
七
九
)
に
つ
い
て

の

〈傳
〉
と
し
て
書
か
れ
た
歴
史
書

で
あ
る

(『左
傳
』
の
終
わ
り
は

哀
公
二
七
年
"
前
四
六
八
ま
で

『春
秋
』
よ
り
十

一
年
後

に
延
び

る
)。
『左
傳
』
が
元
々

『春
秋
』
〈経
〉
の

〈傳
〉
と
し
て
書
か
れ
た

も
の
か
ど
う
か
は
古
来
議
論

の
あ

っ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
現
在
は
ほ
ぼ

『春
秋
』
の
経
文
に
対
す
る

〈傳
〉
で
あ

っ
た
と
す
る
結
論
が
出
さ
れ

ム
　
　

て
い
る
。

し
か
し

〈傳
〉

で
は
あ
る
が
、
単
な
る

〈注
釈
書
〉
に
止

ま
る
も
の
で
は
な
い
。春
秋
時
代

の
歴
史

の
生
の
材
料
に
満
ち
、生
々

し
い
歴
史

が
迫
力
持

っ
て
迫

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
『史
記
』
に
勝

る

と
も
劣
ら
な
い
史
書

で
あ

る
。

一
般
に
余
り
親
し
ま
れ
な
か
っ
た
の

は
、
読
み
方
が
た
い

へ
ん
難
し

い
か
ら
で
あ
る
。
用
字

の
難
し
さ
、

簡
潔
に
過
ぎ
る
文
章

の
読

み
と
り
の
難
し
さ
。
記
載
さ
れ
た
人
名

の

分
か
り
に
く
さ

(同

一
人
物
が
初
回
と
二
回
目
以
後
の
登
場
と
別
名

で
出
る
等

)、
人
物

の
錯
綜
。
そ
れ
に
加
え
て
、
同
時
進
行
す
る
あ
ま

た
の
事
件
と
そ
の
錯
綜
す
る
複
雑
な
展
開
、

つ
ま
り

〈編
年
体
〉
と

い
う
形
式
に
よ
る
物
語

の
筋

の
読
み
と
り
の
困
難
さ
に
あ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
っ
て
現
代
人

に
は
近
づ
き
難

い
史
書
と
な

っ
て
い
る
。
『史

記
』
が
大
部
分
、
他

の
史
書

の
編
纂
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
の

に
対
し
、
『左
傳
』
は
生

の
史
料
を
ほ
ぼ
同
時
ま
た
は
若
干
遅
れ
る
記

録

・
伝
承

に
基
づ
き
、
資
料
性
と
迫
力
と
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
も

の
が
あ
る
。
『左
傳
』

の
作
者
と
さ
れ
る
左
丘
明
に
は
別

に

『國
語
』

が
あ
る
。

『國
語
』
は
、
内
傳

『左
傳
』
に
対
し
て
外
傳
と
呼
ば
れ
、

『左
傳
』
と
は
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
。
「語
」
と
は
対
話

の
言
葉
を
言

い
、
『國
語
』
は
国
ご
と
の
、
「語
録
」

つ
ま
り
対
話

の
記
録
集

で
あ

り
、
周

・
魯

・
齊

・
各

・
鄭

・
楚

・
呉
の
全
八
国
の

「語
」
か
ら
な

る
。
『左
傳
』
成
立
の
事
情
に

つ
い
て
は
後
ほ
ど
ま
た
触
れ
る
。
『左

傳
』
『國
語
』
以
外
の
歴
史
文
献
に
は

『逸
周
書
』
『竹
書
紀
年
』
『世

本
』
が
あ
る
。
そ
の
他
、
周
代

の
文
献

に

『
周
易
』
『詩
纒
』
が
あ

り
、
時
代
考
察

の
資
料
と
な
る
。
さ
ら
に
甲
骨
文

・
金
文
は
股
周
期

考
察
に
欠
か
せ
ぬ
最
も
重
要
な
同
時
資
料

で
あ

る
。
こ
こ
で
は

『詩

纒
』
詩
篇

の
制
作
時
代
に
つ
い
て
の
み
記
し
、
他
の
説
明
は
紙
幅

の

都
合
に
よ
り
省
く
。

ふ
う

が

し
ょ
う

『詩
経
』
は
風

・
雅

・
頒

の
三
部
分
か
ら
成

る
。
風
は
十
五
の
国

た
い

が

風
、
雅
は
小
雅

・
大
雅
、
頒
は
周
頒

・
魯
頒

・
商
頒
か
ら
成
る
。
国

風

(
一
六
〇
篇
)
は

一
部
を
除
き
全
部
が
春
秋
中
期
の
作
。
小
雅

(七

四
篇
)
は
大
部
分
、
同
じ
く
西
周
後
期
か
ら
東
遷
初
。
大
雅

(=
二

篇
)
は
大
部
分
が
西
周
前
期
、

一
部
は
西
周
後
期
か
ら
東
遷
初
。
周

頒

(=
二

篇
)
は
大
部
分
、
西
周
前
期
。
魯
頒

(四
篇
)
は
全
部
、

春
秋
中
期
。
商
頒

(五
篇
)
も
同
じ
く
春
秋
中

期
。
時
代
最
早
期
の

詩
篇
は
周
族
早
期
史
詩

で
あ
る
大
雅

「生
民
」

「公
劉
」。
時
代
最
晩

し
ゅ
り
ん

期

の
詩
篇
は
陳
風

「株
林
」

(魯
宣
公

一
〇
年

11
前
五
九
九
11
以
前
)

で
あ
る
。
(『中
国
大
百
科
全
書

・
中
国
文
学

巻
』

〈詩
経
〉
項

に
よ

る
)
図
表
17
参
照
。

と
こ
ろ
で
、
『史
記
』
は
、
そ
の
歴
史

の
開
幕

の
出
発
点
を

「五
帝

本
紀
」
の
黄
帝
か
ら
始
め
て
い
る
。
中
国
史
の
開
幕
が
何
時
か
ら
始
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図表17〈 『詩経』分類別詩篇制作時代〉

時代

分類 (詩数全305)

西周 東周春秋期

西周前期 西周後期 東遷初 春秋中期

風 160 大部分(除 一部)

雅
小雅 74 大部分

大雅 31 大部分 一部分

頒

周頒 31 大部分

魯頒 4 全部

商頒 5 全部

ま
る
か
。

こ
の
問
題

に
関
し
て
、
現
存
す

る
文
献
資
料

で
は
、

一
番
大
き
な
拠
り
所

と
な
る
資
料

は

『尚

書
』

で
あ

る
。
『尚

壷
目
』
は

「尭
典
」
か

ら
始
ま
る
。
尭
の
人

徳

・
業
績
、
お
よ
び

発
が
そ
の
地
位
を
舜

に
譲

る
こ
と
か
ら
話

が
始
ま
る
。
舜
は
次

に
禺

に
譲
位
す
る
。

所
謂

〈禅
譲
〉
で
あ

る
。
そ
の
過
程
を
記

す

の
が

『尚
書
』
冒

ぐ

か

頭

の

「虞
夏
書
」
で

あ

る
。
そ
れ

で
は
、

何
故
司
馬
遷
は
中
国

史
を
発
か
ら
書
き
始

め
な
い
で
、
黄
帝
か

ら

書

き
始

め
た

の

か
。
そ
れ
を
伝
え
る

の
が
冒
頭
に
紹
介
し
た
司
馬
遷

の

「太
史
公
曰
く
」
の
言
葉
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は

『尚
書
』
で
は
な
く
、
〈五
帝
徳
〉

〈帝
繋

せ
ん
ぎ
よ
く

こ
く

姓
〉
に
よ
っ
て
、
尭
、
舜

に
先
立

つ
黄
帝
、
頷

項
、
帝
轡
か
ら
始
め

る
こ
と
に
し
た
と
言
う
。
か
つ
こ
の
二
篇

の
内

容
は
早
期

の
文
献
史

料

『左
傳
』
『國
語
』
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。
こ
こ

に

「孔
子
の
伝
え
る

〈宰
余
問
五
帝
徳
〉
と

〈
帝
繋
姓
〉」
と
い
う
の

は
、
現
在

の
書

で
い
え
ば
、
『大
戴
禮
』
中
に
残
る

〈五
帝
徳
〉
〈帝

た
い
せ
い

だ

た
い

繋
〉
の
二
篇
を
指
し
て
い
る
。
『大
戴
禮
』
の
撰
者
戴
聖

(大
戴
)
と

ら
い

き

た
い
と
く

『禮
記
』
の
撰
者
戴
徳

(小
戴
)
は
司
馬
遷
よ
り
半
世
紀
遅
れ
る
人
だ

が
、
孔
子
以
後
、
前
漢
半
ば
に
至
る
礼
の
記
述

が
集
成
さ
れ
た
書

で

あ
る
。
そ
の
中

に
は
、
正
統
的
な
古
代
史
文
献

『尚
書
』
に
は
載
ら

な
い
が
、
同
じ
よ
う
に
歴
史
を
伝
え
る
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
、
そ
れ

を
司
馬
遷
は
実
地

に
足
で
も

っ
て
中
国
全
土
を
回
り
、
自
ら

の
目
と

耳
、
さ
ら
に
は
身
体
で
も

っ
て
感
じ
取
り
、
そ
れ
を
尭

・
舜
に
先
立

つ
歴
史
開
幕

の
材
料
と
し
て
使

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
司
馬
遷

の

言
葉
に
よ
る
限
り
、
尭

に
先
立

つ
黄
帝
、
顯
碩
、
帝
響
の
三
人
は
発
、

舜
に
比
べ
て
傍
流

に
位
置
し
、
聞
き
取
り
に
く

い
田
舎
言
葉
で
語
ら

れ
る
僻
典
的
な
伝
承
か
ら
吸

い
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
司
馬
遷

が
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
日

の
地
位

に
ま
で
高
ま
る
き

っ

せ
ん
ぎ

ょ
く

か

け

を

な

し

た

の

で
あ

る
。

従

っ
て
、

前

者

三

人

黄

帝

・
纈

碩

・
帝

こ
く響

の
生
き
た
世
界
は
後
者
二
人
尭

・
舜
に
比

べ
て
伝
承

の
い
わ
ぼ

一

枚
下
の
層
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
た
と
も
言
え
る
。
そ
う
や

っ
て
上

の

層
に
躍
り
出
て
き
て
、
今
日
の
漢
民
族
共
通

の
先
祖
と
仰
が
れ
輝
く
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図表18〈 『國 語』 魯語 上 諦 ・郊 ・祖 ・宗 ・報、 祭祀 対象 表〉

楴i郊(祖)・ 陣(郊)・i宗13)

有虞氏 黄帝 嵩貢預 尭 舜 幕

夏后氏 黄帝 諾頁預 縣 禺 仔

商 人

,

舜(轡)2) 契 冥 湯 上甲微

周 人 轡 稜 文王 武王 高園 ・大王

注:1)「 郊」と 「祖」の順序 には混乱 がある。ここでは一応の整理 を して掲げている。

2)こ の 「舜」 は 「響」 の誤 りとされる(章 昭注)。

3)「 報」は祖先中で特 に功績 あるものに対 し、その徳 に報い る祭祀 という。

光
を
放

つ
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
五
帝

の

前
に
、
実
は
後

の
唐
代
に

な

っ
て
、
小
司
馬
と
呼
ば

ほ
う

ぎ

れ
る
司
馬
貞
は
包
犠

("

ふ
っ

き

じ
ょ

か

し
ん
の
う

伏
義
)
、
女
蝸
、
神
農
を
置

さ
ん
こ
う

き

「三
皇
本
紀
」
と
し

『史

記
』
を
補

っ
た
。
そ
こ
で

は
、
伏
義

は
蛇
身
人
首
、

女

蝸

は
同

じ
く
蛇

身
人

首
、
神
農
は
人
身
牛
首
と

書
き
記
さ
れ
て
い
る
、
な

ん
と
も
不
思
議
な
怪
異
な

姿

で
あ
る
。
三
皇

は
五
帝

に
先
立

つ
と
さ
れ
る
が
、

黄
帝
た
ち
三
人
よ
り
さ
ら

に

一
層
下

の
層
を
な
す
世

界
に
身
を
置
く
、
ま
さ
し

く
神
話
的
な
人
物

に
見
え

る
。
そ
れ
が
五
帝

の
上

つ

ま
り
さ
ら
に
古

い
時
代
に

と
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
司
馬
遷
は
尭

・

舜
に
先
立

つ
者
と
し
て
は
、
黄
帝
を
も
っ
て
上
限
と
し
た
。
彼
は
自

ら
の
実
地
体
験
に
よ
る
確
信
に
も
と
つ
い
て

『尚
書
』
の
前
に
黄
帝

か
ら
纈
碩
、
帝
響

の
歴
史
を
設
定
し
、
中
国
史

の
幕
開
け
と
し
た
の

で
あ
る
。
そ
の
関
連
資
料
は
司
馬
遷

の
言
う
と
お
り

『左
傳
』
『
國

バヨ
　

語
』
お
よ
び

『大
戴
禮
』、
さ
ら
に

『禮
記
』

に
見
え
る
。

し
か
し
こ
の
前
二
者

(『左
傳
』
『國
語
』
)
と
後

二
者

(『大
戴
禮
』

『禮
記
』
)
の
間
に
も
ま
た
若
干
の
ず
れ
も
存
在

す
る
が
、

こ
こ
で
は

一
応

『國
語
』
を
中
心
に
当
時
の
各
族
集
団
が
祖
先
を
祭

っ
た
そ
の

系
列
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
見

て
み
よ
う
。
文
中
記

て
い

載
の
祖
先
神
祭
祀

(諦

・郊

・祖

・宗

・報
)
の
順
序
を
表
と
し
た
。

図
表
18
で
あ
る
。

『禮
記
』
祭
法
篇

で
は

『
國
語
』
中

の
有
虞
氏

の
祭
る
黄
帝

・
額

碩

・
尭

・
舜
の
額
碩
の
前

に
轡
が
挿
入
さ
れ
て
、
舜
が
除
か
れ
て
い

る
。
商
人

の
諦
祭
は
響
で
あ
り
、
『國
語
』
の
諦
祭

の
舜
は
章
昭
注
が

指
摘
す
る
よ
う
に
誤
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
存
在
す
る
特
徴
の
幾

つ
か
を
取
り
上
げ

て
み
る
と
次
で
あ

る
。有

虞
氏
・夏
后
氏
は

「楴
」
祭
の
対
象
を
黄
帝

と
し
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
は

『國
語
』
『禮
記
』
に
共
通
し
て
い
る
。
黄
帝
は
、
顧
頷
剛
の

「前
論
」

(拙
論
上
篇
掲
載
)
が

「秦

の
簸
公

(在
位
、
前
四
二
四
～

前
四

一
四
)

の
時
、
黄
帝
が
祭
ら
れ
、
方
士
が
出
て
、
発

・
舜
の
前

に
黄
帝
が
設
定
さ
れ
た
」
と
言
う
の
と
は
異
な

り
、
黄
帝

は
、
『逸
周

歴史 と神話への視座(下 の一)zit



書
』
(嘗
変
解
お
よ
び
侠
文
二
点
)
『左
傳
』
『國
語
』
に
す
で
に
出
る

の
で
あ
る
。

周
人
が
始
祖
と
す
る
稜

の
上
に
響
が
置
か
れ

「諦
」
祭
の
対
象
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
響
の
位
置
づ
け
が

『國
語
』
と

『禮
記
』
で
若

干
違
い
、
『禮
記
』
に
な
る
と
、
轡
に
対
す
る
祭
祀
は
明
確
に
商
人
の

「諦
」
祭
と
有
虞
氏
の

「郊
」
祭
に
ま
で
拡
げ
ら
れ
て
お
り
、
周
族

に

よ

っ
て
商
人

・
有
虞
氏
が
帝
響
を
介
し
て
血
統
的
に
同

一
の
グ

ル
ー

プ
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

有
虞
氏

の
尭
と
陶
唐
氏

の
舜

の
間

に
は
明
ら
か
に
氏
族
的
に
は
別

で
あ

っ
た

が
、

こ
こ
で
は
帝
位

の
継
承
関
係
か
ら
、
共
通
す
る
祖
先

と
し
て
の
祭
祀

の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

縣

・
禺

に
は
血
族
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
顧
論

に
言
う

「も
と
も
と
禺

は
縣
と
関
係

の
な
い
存
在
で
あ
る
」
(同
上
前

掲
)
と
は
異
な
り
す
で
に

『國
語
』
『左
傳
』
の
段
階
で
血
族
関
係
が

認
め
ら
れ

る
。

こ
こ
で
、

「諦
」
「郊
」
と
は
何
か
。
如
何
な
る
祭
祀
か
。
そ
の
始

源
と
史
的
な
展
開
が
如
何
な
る
も
の
だ

っ
た
の
か
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
課
題

は
こ
こ
で
解
決
す
る
に
は
余
り
に
大
き
い
。

一
言
だ
け
触

れ
よ
う
。

て
い

よ

「諦
」
は

「王
な
ら
ざ

れ
ぼ
、
諦
せ
ず
。
王
者
、
其
の
祖

の
自
り
て

出
る
所
を
諦
し
、
以
て
其

の
祖

に
配
す
」

(『禮
記
』
喪
服
小
記
お
よ

び
大
傳
)
。

つ
ま
り
王
者

で
な
け
れ
ば
諦
祭
を
行
う
資
格
が
な
い
こ

じ

ょ
う
げ
ん

と

。
そ

の
場

合

、

「楴

」
祭

と

は
天

を

祭

る
祭

祀

と

す

る
説

(鄭

玄

)
、

お
う
し
ゆ
く

宗
廟
五
年

の
祖
先
に
対
す
る
祭
祀
と
す
る
説

(王

粛
)
の
二
説
が
あ

る
。
「郊
」
は

「上
帝
を
南
郊
に
祭
る
」
祭
祀

と
も
さ
れ
る
。
天
を
祭

る

「諦
」
祭
と
上
帝
を
祭
る

「郊
」
祭
が
区
別

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

諦
、
郊
、
共
に
祖
先
が
そ
こ
か
ら
出
て
き
た
と
信
じ
ら
れ
た
天
と
上

帝
を
祭
り
、
そ
こ
に
黄
帝

・
響
が
祖
先

の
出
自

と
し
て
そ
の
祭
祀
に

配
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「諦
」

「郊
」

の
祭
祀
に
祖
先
が
出
自
す
る
神

(人
物
)
を
配
す
る
に
至

っ
た
経
過
は
如
何
な
る
も
の
だ

っ
た
の
か
。

彼
ら
族
集
団
の
祖
先
が
出
て
き
た
と
さ
れ
る
守
護
神
と
な
る
人
物
を

祭
る
祭
祀
だ

っ
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
対
象
が
有
虞
氏
、

夏
后
氏
、
殿
商
族
、
周
族
で
そ
れ
ぞ
れ
信
じ
る
所
に
従

っ
て
そ
の
祭

祀
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

『國
語
』
(魯
語
上
)

の
記
載
は
、
実

え
ん
き
ょ

ぞ
う
ぶ
ん

は
魯

の
国
の
東
門

に

「愛
居
」
と
い
う
海
鳥

が
止
ま

っ
た
。
減
文

ち
ゅ
う

て
ん
き
ん

仲
が
そ
の
鳥
を
神
と
し
て
祭

ろ
う
と
し
た
時

に
、
展
禽
が
そ
れ
は
誤

り
で
あ
る
と
止
め
、
国
が
神
と
し
て
祭
る
べ
き
も

の
は
如
何
な
る
も

の
で
あ
る
か
を
述
べ
た
こ
と
ば

に
出
る
。
こ
の
事
件
は
、
『左
傳
』
の

文
公
二
年

(前
六
二
五
)

の
展
禽

に
関
す
る
記
事
か
ら
、
そ
れ
以
前

の
事
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
「聖
王
が
制
定
し
た
、
祭
祀
で
祭
る
べ
き

も
の
と
は
、
法

(の
り
)
を
民
に
施
し
た
人
物
、
死

で
も

っ
て
事
に

殉
じ
た
人
物
、
労
を
惜
し
ま
ず
国
を
定
め
た
人
物
、
大
災
害
を
防

い

だ
人
物
、
国
の
大
患
を
救

っ
た
人
物
」。
こ
れ
に
限
る
と
し
、
さ
ら
に

最
後
に

「社
稜
山
川
の
神
で
民
に
功
労
あ
る
も

の
、
前
哲
令
徳

の
人
、

及
び
天
の
三
辰

(太
陽

・
月

・
星
)
、
地

の
五
行

(水
金
火
木
土
)、
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九
州

(全

国
)
の
名
山
川
澤
」
を
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
の
大
き
な

功
績
を
上
げ
た
人
物
で
、
神
と
し

て
祭
祀
さ
れ
る
人
物
が
列
挙
さ
れ

よ

て
い
る
。

即
ち

「黄
帝
、
能
く
百
物
の
命

(名
)
を
成
し
、
以
て
民

せ

ん
ぎ
ょ
く

お
さ

を
明
ら
か

に
し
財
を
共
に
す
。
額

碩
、
能
く
之
を
脩
む
。
帝
響
、
能

さ
ん
し
ん

く
三
辰

(日
月
星
)
を
序
し

(序
列
を
正
し
)
以
て
民
を
固
む
。
尭
、

こ
と
こ
と

ひ
と
し

と
と
の

能
く
刑
法
を
軍
く
均
し
く
し
以
て
民
を
儀
う
。
舜
、
民
事
を
勤
め
野

こ
ん

ふ
せ

き
ょ
く

し

死
す
。
縣
、
洪
水
を
鄙
ぎ
極

死
す
。
禺
、
能
く
徳
を
以
て
縣
の
功
を

せ
つ

め
い

と
う

脩
む
」
。
そ
れ
に
契

(股
商

の
祖
)
、
冥

(契
の
六
世
の
子
孫
)、
湯
王

こ
う
し
よ
く

(股
商

の
開
祖

の
王
)
、
后

稜

(周

の
始
祖
)
、
文
王

(周
、
初
代

の

王
)
、
武

王

(周
、
文
王
の
子
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
功
績

上
げ
た
人
物
が
明
確
に
そ
の
族
集
団
の
神
に
祭
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

死
後

に
神

と
し
て
祭
ら
れ
る
人
物
、

つ
ま
り
は
人

の
死
後
の
霊
を
も

広

い
意
味

で
の
人
に
数
え
る
な
ら
、
神

の
概
念
と
人
の
概
念
は
相
互

に
排
除
し
合
う
関
係
に
は
な
い
。
範
疇
と
し
て
こ
こ
で
は

(
つ
ま
り

死
後

の
霊

と
し
て
は
)
人
と
神
と
は
重

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
両
者

神
と
人

に
は
範
疇
的
に
ず
れ
が
あ
り
、
人
に
非

る
神

(例

H
太
陽

・

月

・
星
、
五
行
、
山
川
)
が
あ
る
こ
と
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

『大
戴
禮
』

「帝
繋
」
篇
は
帝

の
系
譜
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述

す
る
。

け
ん
え
ん

な

げ
ん
こ
う

少
典
、
軒
韓
を
産
む
。
是
れ
黄
帝
爲
り
。
黄
帝
、
元
鴛
を
産
む
。

き
ょ
う
き
ょ
く

こ
く

元
麗
、
嬌

極
を
産
む
。
嬌
極
、
高
辛
を
産
む
。
是
れ
帝
響
爲
り
。

ほ
う
く
ん

ぎ
ょ
う

帝
響
、
放
動
を
産
む
。
是
れ
帝

尭

爲
り
。

せ
ん
ぎ

よ
く

黄
帝
、
昌
意
を
産
む
。
昌
意
、
高
陽
を
産

む
。
是
れ
帝
纈

碩

爲

き

ゅ
う
ぜ
ん

く

り

。

額

碩

、

窮

蝉

を

産

む

。

窮

蝉

、

敬

康

を

産

む

。

敬

康

、

句

ま
う

き
ょ
う
ぎ
ゅ
う

こ

そ
う

芒
を
産
む
。
句
芒
、
嬌

牛
を
産
む
。
嬌
牛

、
瞥
婁
を
産
む
。
瞥

ち
ょ
う

か

し
ゅ
ん

し
ょ
う

こ
う

里
、
重

華
を
産
む
。
是
れ
帝

舜

爲
り
。
及
び
象

・
敷
を
産
む
。

こ
ん

う

顎
碩
、
縣
を
産
む
。
縣
、
文
命
を
産
む
。
是
れ
禺
爲
り
。

「帝
繋
」
篇
に
は
次

の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

こ
く

ひ

き
さ
き

ぼ
く

帝
響
、
其

の
四
妃

(四
人
の
妃
)
の
子
を
ト
す

(そ
の
将
来
を

ゆ
う
た
い

む
す
め

き
ょ
う
げ
ん

占

っ
た
)
。
皆
天
下
を
有
す
と
。
上
妃
は
有
郁
氏

の
女

也
。
姜

原

い

こ
う
し
ょ
く

ゆ
う
じ

ゅ
う

氏
と
日
う
。
后

稜

(周
の
始
祖
)
を
産
む
。
次
妃
は
有

嫉

氏
の

か
ん
て
き

せ
つ

ち
ん

女
也
。
簡
狭
氏
と
日
う
。
契

(股
の
始
祖
)
を
産
む
。
次
妃
は
陳

り
ゅ
う

ぎ
ょ
う

と
う
と
う

す
う

さ

隆

氏
と
日
う
。
帝

尭

(陶
唐
氏
)
を
産
む
。
次
妃
は
諏
菩
氏
と

し

し
ょ
う
こ
う

日
う
。
帝
摯

(少

昊
氏
の
始
祖
)
を
産
む
。

以
上
の

『大
戴
禮
』
帝
繋
篇
に
出
る
帝
系
を
表
に
し
た
。

で
あ
る
。
煩
雑
を
避
け
、

一
部
省
略
し
て
あ

る
。

図
表

19

『大
戴
禮
』
帝
繋
篇
で
は
、
帝
響

の
四
人
の
妃

か
ら
生
ま
れ
た
子
が

そ
れ
ぞ
れ
周
、
般
、
陶
唐
氏

(発
の

一
族
)、
少

昊
氏
と
な

っ
て
天
下

の
主
と
な
る
こ
と
が
予
言
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
諸
族
が
帝
響
の

下
に
血
縁
的
に
統
合
さ
れ
、
さ
ら
に
湖
れ
ば
黄

帝
に
至
る

一
統
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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有
郁
氏
姜
原

有
嫉
氏
簡
狭

后

稜

(周
)

契

(商
)

(軒
嬢
氏
)

　

り　
　

　
　　
　
　
ユ
　
　
　　

　
ハ　
ア
　
ユ　

　
ロ

　

　ミ

き

重

諏

ー
ー

ー
ー

(西
陵
氏
)

昌
漢

(蜀
山
氏
)

　
　
　頁

鉾

一 は婚姻関係

 

女
置
氏

　　
ほ
　
　

繍
図表19〈 『大戴禮』帝繋篇 帝系譜〉

ム　
　

王
仲
孚

「大
禺
と
夏
初
傳
説
、
試
繹
」
は

こ
う
し
た
古
史
を
総
括
し
て
以
下

の
よ
う
に

述

べ
て
い
る
。
傾
聴

に
値
す
る
。

こ
う
し
た

(上
掲

の
)
整
然
た
る
帝
系

は
そ
の
間
に
矛
盾

が
す
こ
ぶ
る
多

い
。
宋

の
欧
陽
修
以
来
、
疑

い
を
抱

い
た
人
は
少

な
く
な

い
。
だ
が
そ
の
実
、
我
が
国
の
民

族

の
成
長
は
長
期

の
絶
え
ざ
る
融
合
を
経

過
し
た
の
で
あ
る
。
三
代

(夏

・
股
商

・

て
い
こ
く

周

)

以

前

に

は

、

五

帝

(
黄

帝

・
帝

響

・

せ
ん
ぎ

よ
く

か

う

額

碩

・
発

・
舜

)
、

三

王

(夏

禺

・
商

の

と
う湯

王
・周
の
文
王
)
時
代

の
融
合
を
経

て
、

次
第

に

一
つ
と
な

る
趨
勢
が
出
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
至

っ
て
、
虞

・

夏

・
(股
)
商

・
周

と
い
う
順
序
を
も

っ
て

時
代
の
先
後
と
す

る
順
序

が
普
遍
的
な
観

念
と
な
る
。
学
者

は
さ
ら
に
進
め
て
遠
古

の
帝
王
を
も

っ
て
中
心
と
し
て
古
史
を
整

せ

い
ほ
ん

理
し
、
そ
こ
か
ら

『世
本
』
、
「帝
繋
」
と

い
っ
た
類

の
系
統

が
書

か
れ
た

の
で
あ

る
。
所
謂

「某
帝

が
某
帝
を
生
ん
だ
」
と

い
う
も
の
は

「親
生
」
(親

し
く
そ
の
人
自
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身
が
生
ん
だ
)
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
伝
説
中
の
古
帝
王
は
み

な

「人
帝
」

で
あ

っ
て

「神
帝
」
で
は
な
い
。

......
P世
本
』
、
「帝
繋
」
篇
、
『史
記
』
五
帝
本
紀

・
夏
本
紀
、

『世
経

』
、
『潜
夫
論
』
五
徳
志
な
ど
に
配
列
さ
れ
た
古
史

の
系
統

も
、
明

ら
か
に
古
え
よ
り
相

い
伝
え
ら
れ
た
旧
説
を
根
拠
と
し
な

が
ら
そ

の
上

に
さ
ら
に
著
者

の
時
代

の
考
え
を
加
え
て
整
理
し
で

き
上
が

っ
た
も

の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
捏
造
さ
れ
た

「偽
史
」
と

見
な
し

て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。

七

司
馬
遷

は

『史
記
』
巻
末
に
付
け
ら
れ
た

「太
史
公
自
序
」
な
る

『史
記
』

全
体

の
序
文

の
中
で
天
文

・
暦
法

・修
史
を
司
る
史
官
と
し

せ
ん
ぎ
ょ
く

ち
ょ
う
れ
い

て
の
自
覚

を
語
り
、自
分

の
家
が
大
昔

の
帝
額

碩
の
時
代

の
重

黎
以

来
の
家
系

で
あ
る
と
す
る
伝
承
を
述

べ
、
代
々
の
系
譜
を
綿
々
と
綴

っ

て
い
る
。

そ
の
彼
は
い
わ
ば

一
生
を
通
し
て
、
史
官
を
天
職
と
し
て

そ
の
責
務

を
果
た
し
て
き
た
人
物

で
あ
る
。
代
々
の
系
譜

の
重
み
を

自
負
し
つ

つ
全
身
全
霊
を
賭
し
て
の
史
書
執
筆

で
あ

っ
た
。
彼
が
武

帝
に
対
し

て
、
旬
奴
に
降

っ
た
李
陵
を
弁
護
し
、
帝

の
激
怒
に
触
れ
、

ふ

け
い

腐
刑

つ
ま
り
生
殖
器
を
切
り
取
ら
れ
て
宙
官
に
陥
し
め
ら
れ
た
の
も
、

事
な
か
れ
主
義
に
逃
れ
る
こ
と
な
き
そ
う
し
た
責
任
感

の
な
せ
る
業

ぜ

ひ

で
あ

っ
た

。
「天
道
、
是
か
非
か
」
と

『史
記
』
冒
頭
篇

「伯
夷
列

傳
」
に
問

い
を
発

せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か

っ
た
、
そ
の
思
い
と
は
、

「天
道
を
是
と
す
る
」
こ
と
の
で
き
ぬ
現
実
世
界

の
あ
り
よ
う
に
直
面

し
て
、
天
に
向
か

っ
て
そ
の
非
を
訴
え
か
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
生
じ
た
思
い
は
、
そ
れ
で
は
史
官
た
る
自
ら
が
代

わ
っ
て
そ
の
正
義
と
不
正
義
の
あ
り
か
た
を
告
発
し
て
後
世
に
訴
え

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
天
道

を
実
現

す
る
の

だ
と

い
う
、
史
官

の

レ
ゾ
ン
コデ
　
ト
ル

存
在
意
義

の
再
認
識
に
他
な
ら
な
か

っ
た
と
言

え
る
。

い
つ

『春
秋
』
の
嚢
公
二
五
年

(前
五
四
八
)
の
記
事

に

「夏
五
月
乙

が
い

せ
い

さ
い
ち
ょ

こ
う

し
い

亥
の
日
、
齊
の
崔
仔
が
其

の
君

の
光
を
試
し
た
」

(
「試
」
と
は
臣
下

が
そ
の
君
主
を
殺
害
す
る
こ
と
を
言
う
語
)
と
あ
る
。
傳
で
あ
る

『左

傳
』
に
は
そ
の
事
情
を
記
す
。
た
い
へ
ん
長

い
記
事
だ
が
関
連
す
る

部
分

の
要
点
だ
け
を
記
す
。

史
官

で
あ
る
太
史

は

「崔
仔
、
其

の
君

を
拭
す
」
と
記
し
た
。

崔
仔
は
怒

っ
て
、

こ
の
太
史
を
殺
し
た
。
殺

さ
れ
た
太
史

の
弟
が

引
き
続
き
、
同
じ
こ
と
を
記
し
、
ま
た
殺

さ
れ
、
死
者
は
二
人
に

増
え
た
。
そ

の
弟
が
ま
た
書

い
た
。
崔
仔

は
と
う
と
う
こ
れ
を
放

置
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
南
史
氏

(史
官

の

一
人
)
が
太
史
は

全
員
死
ん
だ
と
聞
き
、
同
じ
よ
う
に
記
そ
う
と
し
て
史
を
記
録
す

る
簡
策
を
手
に
し
て
朝
廷
に
出
向

い
た
。
し
か
し
既
に
記
録
さ
れ

た
と
聞
い
て
引
き
返
し
た
。

歴史 と神話 への視座(下 の一)場

 史
書

の
記
録
に
当
た

っ
た
史
官

の
、
自
ら

の
職
責
に
対
す
る
強

い



責
任
感
を
示
す
記
事
で
あ
る
。
『左
傳
』
に
は
他
に
も
類
似

の
記
事
が

あ
り
、
司

馬
遷
も
ま
た
こ
う
し
た
史
官

の
伝
統
と
意
識
を
引
き
継
い

だ

の
で
あ
る
。

こ
の
司
馬
遷

の
史
官
と
し
て
の
意
識
に
、
偽
作
と
い

う
も
の
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
顧
氏

の
論
を
始
め
と
す
る
疑
古

派

の
立
場

は
、
そ
う
し
た
史
書
が
持

つ
伝
統
的
な
厳
し

い
性
格
を
充

分
読

み
と

っ
た
も

の
と
は
言
え
な
い
。

じ
ん
あ
ん

と
こ
ろ
で
、
司
馬
遷
は
親
し
い
友
の
任
安
か
ら
人
物
推
薦

の
依
頼

の
手
紙
を

も
ら

っ
て
い
な
が
ら
、
返
事
を
出
さ
な

い
で
い
た
。
時
に
、

任
安
が
今
、
獄
中
で
処
刑
さ
れ
る
を
待

つ
身
だ
と
聞

い
た
。
返
事
を

出
さ
な
い
で
、
任
安
を
死
な
せ
た
ら
、
後
悔
し
て
も
追

い
つ
か
な
い
。

司
馬
遷

は
急
ぎ
返
事
を
し
た
た
め
る
。
そ
の
書
中
、
腐
刑
に
処
さ
れ

て

『史
記
』

の
完
成
を
目
指
す
、
彼
の
ぎ
り
ぎ
り

の
思
い
が
吐
露
さ

れ
る
。
少

し
長
く
な
る
が
、
な
か
な
か
目
に
し
得
な
い
真
情

の
吐
露

じ
ん
し
ょ
う
け
い

ほ
う

さ
れ
た
手
紙
で
あ
る
。
そ
の
手
紙

「任

少

卿
に
報
ず

る
の
書
」
の
後

半
部
に
、
司
馬
遷

の
思

い
を
覗
い
て
み
よ
う
。

…
…

お
よ
そ
人
間

の
感
情
と
い
う
も
の
は
生
に
執
着
し
、
死
を

嫌
い
、

父
母
を
思
い
妻
子
を
気
に
か
け
な
い
者
は
い
ま
せ
ん
。
だ

が
、
正
義

の
念
に
激
し
い
思
い
を
駆
ら
れ
る
者
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
止
む
を
得
ぬ
も
の
が
あ
る
の
で
す
。
今
、
私
は

不
幸
に
し
て
早
く
父
母
を
亡
く
し
、
親
し
い
兄
弟
と
て
な
い
、
天

涯
孤
独

の
身
で
す
。
…
…
勇
者
と
て
節
に
死
ぬ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

臆
病
な
者

で
も
、
義
を
慕

い
、
勉
励
努
力

し
な
い
こ
と
は
無

い
の

で
す
。
私
は
臆
病

で
女
々
し
く
、
生
に
執
着

す
る
者
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
去
就
進
退
は
少
し
は
わ
き
ま
え
て
お
る

つ
も
り

で
す
。
ど
う
し
て
お
め
お
め
と
縄
目
の
恥
辱

に
甘
ん
じ
て
お
ら
れ

ぬ

ひ

る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
、
奴
碑

で
さ
え
自
決
す
る
こ
と

を
知

っ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
私
如
き
止
む

に
止
ま
れ
ず
こ
う
な

っ

た
者
に
お
い
て
は
、
で
す
。
隠
忍
堪
え
忍

ん
で
生
き
な
が
ら
え
、

糞
ま
み
れ
の
獄
中
に
幽
閉
さ
れ
る
身
と
な
り
、
な
お
且

つ
我
慢
を

重
ね
る
わ
け
は
、
胸
中
に
期
す
も
の
が
あ
り
な
が
ら
果
た
せ
ず
、

賎
し
き
ま
ま
に
死
ん
で
し
ま

い
、
文
章
が
後
世
に
知
ら
れ
る
こ
と

な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
が
何
と
も
心
残
り
な
の
で
す
。

…
…
文
王
は
拘
束
さ
れ
て

『周
易
』
を
創
り
、
孔
子
は
八
方
ふ

り

そ
う

さ
が

っ
て

『春
秋
』
を
作

っ
た
。
屈
原
は
放
逐
さ
れ
て

「離
騒
」

を
作
詞
し
、
左
丘
明
は
失
明
し
て

『國
語
』
が
生
ま
れ
た
。
孫
子

は
足
斬
り
の
刑

に
処
せ
ら
れ
て

「孫
子
」

の
兵
法
が
創
出
さ
れ
、

り
ょ

ふ

い

呂
不
章
は
蜀

の
地
に
遷
さ
れ
て
、
『呂
氏
春
秋
』
が
世

に
伝
わ

っ

ぜ
い
な
ん

こ

ふ
ん

た
。
韓
非
子
は
秦

に
囚
わ
れ
、
説
難

・
孤
憤
篇

の

『韓
非
子
』

の

著
が
生
ま
れ
た
。
『詩
経
』
三
百
篇
も
大
体
は
聖
人
賢
人
た
ち
の
発

憤
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
詩
篇

で
す
。
こ
の
人
達
は
、
胸
中
に
欝
憤

を
抱
き
、
道
義
を
語
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ

の
た
め
往
事
を
述

べ
、

来
る
者
に
思
い
を
馳
せ
た
の
で
す
。
左
丘
明

は
目
な
く
、
孫
子
は

足
斬
ら
れ
、
使

い
も
の
に
な
ら
な
く
な

っ
た
。
そ
こ
で
退

い
て
著

述
に
自
ら
の
所
信
を
論

じ
、
遣
り
ど
こ
ろ
な
き
思
い
を
く
り
叙
べ
、
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空
し
き
文
を
後
世
に
残
し
て
自
ら
を
表
さ
ん
と
し
た
の
で
す
。

私
は
、
不
遜
に
も
、
今
ま
で
自
ら
を
無
能

の
言
葉
に
託
し

つ
つ
、

天
下

の
散
逸
し
た
旧
聞
を
網
羅
し
集
め
て
、
そ
の
出
来
事
を
考
察

し
、
終
始
を
ま
と
め
あ
げ
、
成
敗
興
亡

の
記
述
を
考
え
、
上
は
黄

帝
か
ら
、
下
は
現
在
た
だ
今

に
至
る
ま
で
、
十
の
表
、
十
二
の
本

せ
い

か

紀
、
八
章

の
書
、
世
家
三
十
、
列
伝
七
十
、
全
部
で
百
三
十
篇
を

書
き
表

し
ま
し
た
。
天
と
人
の
関
係
に
、
古
今
の
変
化
を
窮
め
尽

く
し
、

一
家
言
を
成
す
か
と
思

い
ま
し
た
。
だ
が
、
草
稿
が
ま
だ

完
成
を
見
な
い
内

に
、
今
回
の
禍
い
に
か
か

っ
た
の
で
す
。
そ
の

未
完
成

な
の
が
、
残
念
な
の
で
す
。
極
刑
た
る
腐
刑
に
処
せ
ら
れ

た
の
で
す
が
、
怒
り
の
色
と
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
の

書
を
著

し
て
、
そ
れ
を
名
山
に
蔵
し
、
通
邑
大
都

に
人
を
得

て
そ

の
人
に
伝
え
れ
ば
、
私
は
屈
辱

の
責
務
を
も
償
う
こ
と
が
で
き
よ

う
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
た
と
え
万
の
処
刑
を
受

け
た
と
し
て
も
、
悔

い
な
ど
、
あ
ろ
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
こ
の
事
は
、
智
者
に
は
語
れ
ま
す
が
、
世
間
の
人
に
向
か

っ
て

言

っ
て
も
詮
無
い
こ
と
な
の
で
す
。

そ
れ

に
罪
人
の
境
遇
は
居
心
地
よ

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
も
じ
も

下
々
の
者
は
口
さ
が
な
き
も
の
ば
か
り

で
す
。
私
は
口
か
ら
出
た

言
葉
で
も

っ
て
こ
の
禍

い
に
遭

い
ま
し
た
。
重
ね
て
郷
党

の
笑
い

者
と
な
り
、
先
祖
を
汚
し
辱
め
た
の
で
す
。
何
の
面
目
あ

っ
て
父

か
さ

母

の
墓

に
参

れ

ま

し

ょ
う

。

百

世

を

累

ね

て
も

、

恥

は

ま

す

ま

す

甚

だ

し

い

だ

け

で

し

ょ
う

。

そ

の
た

め
、

腸

(
は
ら

わ

た

)

は

一

日
九
度
び
廻
り
、
居
れ
ば
、
ぼ
う

っ
と
し
て
何
処
に
居
る
か
も
分

か
ら
ず
、
出
か
け
れ
ば
、
何
処

へ
行
く
か
も
知
ら
ぬ
有
様
。
こ
の

恥
辱
を
思
う
と
、
汗
は
背
中
を
伝

っ
て
衣
を
し
と
ど
濡
ら
し
ま
す
。

身
は
宙
官
と
し
て
侍
る
身
、
深
き
岩
穴

に
引
き

こ
も
る
わ
け
に
い

き
ま
し
ょ
う
か
。
取
り
敢
え
ず

は
世
間
に
従

っ
て
浮
沈
を
重
ね
、

時
勢
と
と
も
に
伏
し
つ
仰
ぎ

つ
、
そ
の
狂
乱
惑
溺
を
共
に
す
る
だ

け
な
の
で
す
。
今
あ
な
た
は
私
に
賢
人
を
推
薦
せ
よ
と
の
お
言
葉

を
賜
り
ま
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
私
の
心
府

の
弱
み
に
ぐ
さ
り

と
突
き
刺
さ
り
ま
す
。
今
、
何
と
か
言
葉
を
飾

っ
て
取
り
繕
わ
ん

と
し
て
も
、
世
間
に
信
じ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
、
如
何
と
も
し
難

い
の
で
す
。
恥
を
上
塗
り
す
る
だ
け

の
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
、

死

の
日
が
来
れ
ば
、
是
非

は
定
ま
り
ま
す
。
手
紙

で
書
く
の
で
は

意
を
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
む
さ
苦
し
い
卑
見

の
お
お
よ
そ
を
述

べ
る

の
み
で
す
。
謹
ん
で
再
拝
す
。

『史
記
』
の
巻
末

の
自
序
で
は
、
こ
の
時

の
こ
と
に
触
れ
て
、
次
の

よ
う
な
彼
の
思

い
も
記
し
て
い
る
。

「太
史
公
、
李
陵

の
禍
に
遭

い
、

る
い
せ
つ

と
ざ

き

ぜ
ん

繹
継

(獄
中
)
に
幽
さ
る
。
乃
ち
哨
然
と
し

て
嘆
い
て
曰
く

"是
れ

な
る

こ
ぼ

余
の
罪
也
か
。
是
れ
余
の
罪
也
か
。
身
殿
た
れ

て
用
に
た
た
ず
"
と
」。

司
馬
遷

の
思

い
が
如
何
ば
か
り

の
も
の
で
あ

っ
た
か
、
切
々
と
迫
る

も
の
が
あ
る
。
顧
氏

の
論

で
は

「戦
国
時
代

の
諸
子
が
自
ら
の
主
張

の
た
め
に
古
人
を
装

っ
て
発
言
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
戦
国
を
湖
る

孔
門

(孔
子
と
門
下
)
の
人
の
話
も
古
人
を
装
う
も
の
で
あ
る
こ
と
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に
変
わ
り

な
い
」
(拙
論
上
篇
掲
載
)
と
言
う
。
し
か
し
司
馬
遷

の
歴

史
執
筆
の
意
識
に
歴
史
偽
作
が
入
り
こ
む
余
地
は
な
い
。

こ
こ
で
史
と
子

(諸
子
)
は
違
う
の
論
が
出
る
か
も
知
れ
な
い
。

確
か
に
両
者
に
は
あ
る
違

い
が
あ
る
。
し
か
し
古
史

に
関
す
る
限
り
、

せ
つ
ぜ
ん

両
者
に
戯
然
と

一
線
を
画
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
「史
」
が
文
化

の
中

で
持

つ
重

み
は
き
わ
め
て
重

い
の
で
あ
る
。
寓
話
性
に
富
む

『荘
子
』

で
さ
え
故
事
を
自
ら
創
り
出
し
た
の
で
は
な
く
、
伝
承
の
中
か
ら
拾

い
出
し
使

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
歴
史

の
開
幕
以
後

の
展
開
中
に
禺
に
つ
い
て
の
伝
承
が

出
て
く
る
。
『尚
書
』
に
於

い
て
は
、
尭
、
舜
、
禺
と
い
う
帝
位
伝
承

の
流
れ
の
中
で
禺
は
登
場
す
る
。
従

っ
て
、
禺
だ
け
の
伝
承
説
話
だ

け
を
と
ら
え
て
、
禺
説
話

の
解
明
は
で
き
な

い
。
ど
う
し
て
も
尭
、

こ
ん

舜
を
始
め
と
し
、
縣
そ

の
他
人
物
と
の
関
連

の
も
と
に
、
さ
ら
に
は

三
皇
と
か
五
帝
全
体

の
流
れ

の
中

で
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
全
体
を

一
度
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
つ
一
つ
解
明
し

て
い
き
、
全
体
に
及
ぶ
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
そ
の

一
部
分
と
し

て
の
禺
伝
承
に
関
す
る
解
明

の

一
環
と
し
て
の
疑
古
派
「禺
天
神
論
」

の
検
討
な

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
禺
の
も
と
も
と
の
姿
は
何
だ
っ
た
の

か
、
天
神

つ
ま
り
実
在
し
な
い
想
念
中
の
観
念
的
存
在
に
過
ぎ
な
か

っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
や

は
り
実
在
し
た
人
間
だ
っ
た
の
か
、

こ
の
問

題
に
絞

っ
て
の
問
題
解

析
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
禺
伝
承
の

一
番
古

い
と
こ
ろ
を
今
追

い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
時
、
『尚
書
』
の

持

つ
地
位

の
全
体
的
な
展
望
、
そ
の
展
望

の
中

に

『尚
書
』
を
置
き
、

『尚
書
』
中

で
禺
伝
承
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
持

つ
の
か
、
顧
論

で
の
取

り
上
げ
は
正
し
か

っ
た

の
か
、
を
問
う
の
で
あ
る
。

は
ち
い
つ

『論
語
』
(八
循
篇
)
に
載

る
孔
子
の
言
葉
に

「私
は
夏

の
礼
制
に

つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
夏
の
後
喬
が
作

っ
た
杞

の
国

に
は
、
そ
れ
を
証
拠
づ
け
る
も
の
は
、
今
は
も
う
な
い
。
私
は
股
の

礼
制
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
股
の
後
喬
に
よ

っ

て
作
ら
れ
た
宋

の
国
に
は
、
そ
れ
を
証
拠
づ
け
る
も
の
は
、
今
は
も

う
な
い
。
「文
献
」
が
足
り
な

い
か
ら
で
あ
る
。
足
り
た
ら
、
私
も
証

拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

こ
こ
の

「文
献

」

(文
献
)
の
語

は
、

「文
」
プ

ラ
ス

「献
」

で
、

「文
」
は
文
字

で
書
写
さ
れ
た
文
献
資
料

(
こ
こ
の
文
献
は
現
代
語
)
を
言
い
、
「献
」

(献
)
は

「賢
」

の
意

で
、
賢
者

の
言
葉

に
よ
る
伝
承
を
指
し
た
。
孔
子

の
時
、
す
で
に
歴

史
を
語
る
口
頭
伝
承
と
文
献
資
料
は
乏
し
い
と
孔
子
は
言

っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
孔
子
の
時
代
か
ら
司
馬
遷

の
時
代

へ
と
、
口
承
と
書
写

の
比
重
は
次
第

に
書
写

へ
と
傾
い
て
い
っ
た
と

は
い
え
、
な
お
口
頭

に
よ
る
伝
承
を
重
ん
じ
る

「史
」
の
伝
統

は
司
馬
遷
に
よ

っ
て
体
現

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
司
馬
遷

の
言
が
伝
え
る
。
ま
た
孔
子
が
す
で
に

消
失
し
た
と
言

っ
た

「文
献
」
の

「文
」
が
今
、
考
古
学

の
発
掘
に

よ

っ
て
部
分
的

(甲
骨
文
)

で
は
あ
る
が
登
場
す
る
事
態
が
出
て
き

た
の
で
あ
る
。

顧
韻
剛
は
前
論
で

「累
層
加
上
説
」
を
唱
え
た
。
歴
史
が
後
か
ら

後
か
ら
上

へ
上

へ
と
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
を
言
う
。
た
だ
留
意
す
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べ
き
は
、
顧
論
に
い
う

「加
上
」
と
は
、
時
代
的
に
後

の
者
に
よ
っ

て

「作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
」
が
上
に
重
ね
ら
れ
た
。
「古
人
を
装

っ

て
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
」
と

い
う
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
加
上
さ

れ
た

こ
と

は
間
違

い
な
い
が
、
そ
れ
は
顧
論

に
い
う
よ
う
に

「新
し

く
作
り
出

さ
れ
た
も
の
」
で
は
な
く
、
歴
史

の
下
層
に
沈
積
し
た
伝

承

の
中
か
ら
、
諸
子
や
史
官
が
拾

い
上
げ

て
い
き
、
古
代
史

の
真

の

姿
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
加
上
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
は
同
じ

く

「累
層

加
上
」
と
い
う
も
、
歴
史

の
中
身
と
し
て
は
天
と
地

の
大

き
な
違

い
が
あ
る
。

一
方
は
人
為
的
に
新
し
く
作
り
出
さ
れ
た
歴
史

像
が
加
上

さ
れ
、
他
方
は
古
く
か
ら

の
伝
承
の
蘇
生
に
よ
る
加
上

で

あ
る
。
内
容
的
に
は
全
く
別
の
二
事

で
あ
る
。
作
り
出
さ
れ
た
歴
史

と
古
来
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
歴
史

で
あ
る
。
顧
氏

の
論
に
は
、
伝

承
が
持

つ
強
靱
な
力
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
配
慮
は
な

い
。
「累
層
加

上
説
」
に
も
こ
う
し
た
二
様
が
あ
り
得

る
こ
と
は
、
従
来
指
摘
さ
れ

て
い
な
い
。
伝
承

の
驚
く
べ
き
か

つ
畏
る
べ
き
強
靱
な
力
は
、

一
例

を
挙
げ
れ
ぼ
、
前

に
も
記
し
た
、
甲
骨
文
中

の
四
方
風
と
神
の
記
述
、

『山
海
経
』

の
同
様
記
事
、
そ
れ
に

『尚
書
』
「尭
典
」

の
歳
事
の
記

述
が
か
ら
む
。
三
者

の
中
に
ひ
そ
む
伝
承
力

で
あ
る
。
『史
記
』
中
の

殿
王
の
系

譜
と
甲
骨
文
中
の
般
王

の
世
系
。
後
で
も
述
べ
る

『左
傳
』

中

の
日
蝕
記
事

の
正
確
さ
。
数
値
化

は
難
し
い
が
九
割
以
上
の
、
と

言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
正
確
さ
を
持

つ
情
報
を
、
千
年
以
上
に
及

ぶ
時
間
的

な
ス
パ
ン
を
も
っ
て
伝
え
る
強
靱
な
力
で
あ
る
。
司
馬
遷

の
い
う
五
帝

の
系
列
が
ど
こ
ま
で
歴
史

の
姿

の
真
実
を
伝
え
る
か
は

今
日
的
な
立
場
で
の
検
討
が
必
要
だ
が
、正
統

的
な
史
書
で
あ
る
『尚

書
』
に
対
し
て
、
他

の
書

(「文
」)
と
口
承

(
「献
」
)
に
よ
っ
て
情

報
が

「加
上
さ
れ
た
」
こ
と
は
見
て
取
れ
よ
う
。

以
上
二

つ
の
章

で
は
、
司
馬
遷

の
、
歴
史
に

つ
い
て
の
認
識
と
史

官
に
対
す
る
伝
統
的
な
意
識
を
通
じ
て
、
「史

」
の

〈真
〉
に
つ
い
て

述
べ
た
。八

前
章

で
は

「史
」
の

〈真
〉
に
つ
い
て
述

べ
た
。
こ
こ
で
は

「史
」

の
も
う

一
つ
の
面
、
〈偽
〉
を
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に
か
け
て
登
場

す
る
識
緯

の
書
、
特
に
そ
の
内
の
緯
書
に
お
い
て
、
見
て
み
た

い
。

緯
書
は
偽
書

の
典
型
と
も
言
わ
れ
て
き
た
書

で
あ
る
。

ま
さ

や

『論
語
』
中

の
孔
子
の
語
に

「質
、
文
に
勝
れ
ば
則
ち
野
。
文
、
質

び
ん
び
ん

よ
う

に
勝
れ
ぼ
則
ち
史
。
文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
な
り
」
(雍

や也

篇

)

と

言

う

。

「質

」

と

は

す

な

わ

ち

内

容

で

あ

り

、

実

質

で
あ

る

。

ま

た

質

素

の

「質

」

で
も

あ

る
。

一
方

、

「文

」

は
す

な

わ

ち

文

様

(模

様

)

で

あ

り

、

外

飾

で

あ

る

。

こ

の

「
質

」

が

「文

」

に
勝

や

る

と

「野

」

に
な

る

と

孔

子

は
言

う

。

「野

」

は
粗

野

、
野

蛮

の

「
野

」

で
あ

る
。

逆

に

「
文

」

つ
ま

り
外

目

の
美

し

さ

が

実

質

・
内

容

に
勝

る
と

「史

」

に

な

る

と

言

う

。

こ

こ

で

「史

」
と

い
う
語

は

「飾

る
」

の
代

名

詞

の

よ

う

に
使

わ

れ

て

い

る
。
「史

」
は
と

か

く
飾

り

が

ち

だ

と

い
う

の

で

あ

る

。

孔

子

は

「史

」

に

こ
う

し

た

一
面

が

あ

る

こ
と
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を
指
摘
す
る
。
「文
」
と

「質
」、
内
実
と
外
飾

の
両
者
が
備
わ

っ
て

初
め
て
彬
彬
と
美
し
く
輝
く
君
子
た
り
得
る
。

こ
れ
が
孔
子
の
考
え

ど

よ

方
で
あ
る
。
孔
子
の
編
纂
と
伝
え
ら
れ
る

『春
秋
』
に
つ
い
て
、
杜
預

け
い
で
ん
し
っ
か
い

ち
ゅ
う

じ

(西
脅
、

二
二
二
～
二
八
四
)
『春
秋
纒
傳
集
解
』
序
は

「仲

尼

(孔

よ

子
)
、
魯
史

の
策
書
・成
文

に
因
り
、
其

の
眞
儒
を
考
え
、
其

の
典
禮

し
る

を
志
せ
り
。
…
…
史
に
文
と
質
と
有
り
、
僻
に
詳
と
略
と
有
り
。
必

ず

し
も
改

め
る
べ
か
ら
ず
」
と
言
う
。

「史
」
の

「文
」
「文
飾
」
が

悪

い
と
は
限
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
中
国
文
化

の
主
流
派
、
秩
序
を

重
ん
じ
る
儒
家
の
立
場
か
ら
言
え
ば
む
し
ろ
よ
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し

「史
」
の

「飾
り
」
に
は
悪
く
す
る
と

〈偽
〉
に
通
じ
、
〈偽
〉

を
生
み
や
す
い
と
い
う

一
面
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
見
逃
す
わ
け
に

は
い
か
な

い
。
そ
こ
で
、
孔
子
の
よ
う
に

「質
」
と

「文
」
の
バ
ラ

ン
ス
が
強

調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

も
ん

も
ん
よ
う

「文
」

の
原
義
は

「紋

」
「紋
様
」
で
あ
る
。
「文
飾
」
と
は
紋
様

で

美
し
く
飾

る
こ
と
。
孔
子
は

「文
」

(文
飾

・
外
飾
)
と

「質
」
(実

質
・内
容

)
、
両
者
を
備

え
、
「文
」
「質
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と

を
強
調
し
た
。
「文
飾
」
即

〈偽
〉
で
は
な
い
。
中
国
文
化

に
お
い
て

「文
」

「文
飾
」
「文
章
」

は
特
別

の
意
味
を
も

つ
。
「文
章
」
と
は
原

義
的

に

「美
し
く
章
ら
か
に
輝
く
」
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
文
化
・

言
葉
、
そ
れ
が

「文
章
」

で
あ
る
。
美
し
く
な

い
文
章
は
本
来

「文

章
」

で
は
な
か
っ
た
。

「文
章
」
と
は
本
来

「文
化
」
の
謂

い
で
あ

る
。
中
国
古
典
時
代
に
お
い
て
は
文
章
が
文
学
で
あ
り
、
文
化
の
大

き
な

一
分
野
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
「文
」
と
は
本
来
的
に
そ

う

い

う

も

の

と

し

て
あ

っ
た

。

と
う
ち
ゅ
う

所
謂

「『春
秋
』

の
筆
法
」
な
る
も
の
が
あ

る
。
今
文
派
の
董

仲

じ
ょ

く

よ
う

寄

の
公
羊
学
に
始
ま
り
、
古
文
派

で
あ
る
前
記
杜
預
の

『春
秋
纒
傳

集
解
』
に
受
け
継
が
れ
て
、
中
国
伝
統
的
な
筆
法

(文
章

の
表
現
の

し
か
た
)
に
定
着
し
た
考
え
で
あ
る
。
孔
子

が

『春
秋
』

の
書
き
方

に
お
い
て
、
は
っ
き
り
書
き
記
す
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
腕
曲
な
表

き

よ

ほ
う
へ
ん

現
の
内
に
、
殿
誉
褒
既

の
意
を
込
め
た
と
す

る
見
解

で
あ
る
。
書
か

れ
た
こ
と
、
書
か
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
様

々
な
表
現
の
全
て
に
、
孔

子

の
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
『春
秋
』
に
は

確
か
に

一
定

の
書
法
が
あ
る
。
例
え
ば

「春
、
王

の
正
月
」
と
い
っ

た
暦
法
記
述

で
あ
る
。
諸
国
に
そ
れ
ぞ
れ
の
暦

が
存
在
し
た
が
、
『春

秋
』
中
に
は
周
王
朝
の
暦
が
統

一
的
な
暦
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
書

き
方
も
そ
れ
を
基
準
に
し
て
書
か
れ
た
。
「王

の
正
月
」
は
そ
れ
を
指

す
。
こ
れ
も

『春
秋
』
筆
法
の

一
で
あ
る
。
魯

の
歴
史
の
記
述

で
は
、

こ
う

し
い

魯
公

の
死
は

「亮
ず
」
と
書
か
れ
、
た
と
え
魯

公
が

「試
」
(臣
下
が

主
君
を
殺
す

こ
と
)
さ
れ
て
も
、
「殺
」
と
は
書
か
れ
な
か
っ
た
。

「試
」
の
記
述
は
魯
国
以
外

の
他
国
の
諸
侯
に
限
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

き

ま
た
、
周
王
が

「河
陽
に
狩
す
」
(僖
公
二
八
年
)
と

い
う
が
、
実
は

巫日
侯
が
周
王
を
呼
び

つ
け
た
も

の
だ

っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
直
接
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
。

杜
預

の
凡
例

の
五

つ
の
書
法

の
う
ち
の
冒
頭

三

つ
の
書
法
と
し
て

け
ん

し
る

く
ら

え
ん

「微

に
し
て
顕
、
志
せ
ど
晦
し
、
碗
に
し
て
章

を
成
す
」
が
上
げ
ら
れ

て
い
る

(『左
傳
』
成
公

一
四
年

の
語
を
用

い
た
も

の
)
。

つ
ま
り
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「
一
、
表
現

の
言
葉
遣
い
は
微
で
あ
る

(は

っ
き
り
し
な
い
)
が
、
示

さ
れ
た
意

義
は
明
快

で
あ
る
。
二
、
明
確
に
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、

意
味
は
漠
然
と
し
は

っ
き
り
し
な

い
。
三
、
碗
曲
で
美
的

に
表
現
さ

つ

よ
ご

れ

て

い

る
」

の
三

つ

で
あ

る

(他

に
、

四

、
盤

く

し

て
汗

さ
ず

。
五

、

あ
く

こ

す
す

悪
を
懲
ら

し
め
善
を
勧
む
)
。
こ
う
し
た

「文
飾
」
さ
れ
た
表
現

の
中

に

「大
義
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
所
謂

『春
秋
』

の
筆
法
は
、
現
在
は
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
全
面
的
に
は
受
け
入
れ
ら

れ
て
は
い
な
い
。
『春
秋
』
記
述
中

に
そ
の

「筆
法
」
と
は
矛
盾
し
た

記
述
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
筆
法
に
関
す
る
こ
う
し
た
発
想

が
伝
統
的

な
文
化

の
基
礎
に
永
年
置
か
れ
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
は
確

か
で
あ
る
。
そ
の
発
想

に
従
え
ば
、
「文
飾
」
つ
ま
り
文
章

の
美
的
な

文
章
作
法

は
必
ず
し
も
真
の
事
実

(「史
」)
認
識
に
矛
盾
す
る
も
の

で
は
な
い
。

そ
の

「文
飾
」
さ
れ
た
表
現

の
中

に

「史
」

の
真
実

(
「信
」
)
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
前
記
し
た
よ

う
に

「文

飾
」
が

一
方
で
は

〈偽
〉
に
通
じ
る
面
を
も
持

っ
た
。
こ

れ
も
ま
た
否
定

で
き
な
い
。
文
化

に
お
け
る

「文
」
「文
飾
」
は
単
純

で
は
な
い
。
そ
し
て
中
国
文
明

・
文
化
は
間
違
い
な
く

「文
」

の
文

明

・
文
化

で
あ
る
。

お
う
も
う

司
馬
遷

の
死
没
、
約
五
十
年

の
後

で
あ
る
前
漢
後
期
か
ら
、
王
葬
の

「新
」
王
朝

を
経
て
、
後
漢

の
初
期
に
到
る
時
期
は
、
前

に
も
触
れ
た

よ
う
に
、
学
術
上

は
今
文
学
と
古
文
学

の
抗
争

の
時
代

で
あ
る
が
、

し
ん

い

こ
の
時
代

は
ま
た

「識
緯
」

の
書
と

い
わ
れ
る
大
量
の
偽
書
が
登
場

し
て
、
〈あ
ぶ
く
〉
と
も
言
え
る
文
化
が
栄
え
た
時
代
で
あ
る
。
こ
の

時
代
、
中
国
専
政
王
朝

の
権
力
者
は
識
緯
を
好

み
、

こ
れ
を
政
治
的

に
利
用
し
、

一
方
、
そ
の
権
力
者
に
お
も
ね
る
文
章

・
文
化
が
盛
況

を
示
し
た

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
識
緯

の
書

は
偽
書

の
典
型
を
な
し
、

中
国
の

〈偽
〉
文
化

の
代
表
格
と
も
言
え
る
。

こ
の
時
代
は
、

一
方

で
は
、
ま
た
中
国
目
録
学
が
成
立
し
、
中
国

の
文
献
資
料
を
考
察
す

る
に
際
し
て
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
時
代

で
も
あ

っ
た
。
後

ぺ
ん

ぎ

に
述
べ
る
文
献

の
真
偽
を
弁
別
す
る
学

〈辮
儒
〉

の
学
で
そ
の
最
大

り
ゆ
う
き
ん

の
焦
点
と
な
る
人
物

劉

敵
は
そ

の
目
録
学

の
最
大

の
功
労
者

で
も

あ

っ
た
が
、
今
文
学

・
古
文
学
の
対
立
抗
争

の
中

で
古
文
派
と
し
て

面
目
を
発
揮
し
た
人
物

で
も
あ

っ
た
。
中
国

の
歴
史
と
文
化
の
考
察

に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、

こ
の
点

に
つ
い
て
述

べ
る
余
裕
は
な

い
。

し
ん

い

緯
書

は
、
「識
緯
」
と

い
う
形
で
も

っ
て

「識
」
(識
言
)
と

「緯
」

(緯
書
)
の
両
者
を

一
つ
に
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
。

「識
」

(
「識
言
」

「識
語
」
)
は
謎
め
く
言
葉

で
、
未
来

・
吉
凶
を
予
言
し
、
神
仙

・
聖

人
に
仮
託
し
て
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
時
代
的

に

は
識
が
緯
に
先
立

っ
た
。
秦
の
始
皇
帝

の
時
、
方
士
が
神
仙
を
求
め

ろ
く

と

東
海
に
入
り

「録
圖
の
書
」
を
携
え
帰

っ
た
。

そ
の
中
に

「秦
を
亡

こ

ぼ
す
も

の
は
胡
也
」

の
語
が
あ

っ
た
。
こ
れ

が
典
型
的
な
識
語

で
あ

る
。
始
皇
帝
は
そ
こ
で
胡

(旬
奴
)
討
伐
に
乗

り
出
す
。
始
皇
帝
の

り

し

死
後
、
李
斯

・
張
高
は
陰
謀
を
謀
り
、
始
皇
帝

の
意
思
だ
と
し
て
公

ふ

そ

こ

が
い

子
扶
蘇
に
死
を
賜
り
、
末
子
胡
亥
を
帝
位
に
即
か
せ
る
。
二
世
皇
帝

歴 史 と神話へ の視座(下 の一)z4i



で
あ
る
。

二
世
皇
帝

の
時
、
秦
は
亡
ぶ
。
落
語
の

「落
ち
」
み
た
い

だ
が
、
「秦
を
亡
ぼ
す
も
の
は
胡
也
」
の

「胡
」
は
旬
奴

の

「胡
」
で

し
ん

は
な
く
、
胡
亥

で
あ

っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
語
が
は
た
し
て

「識
」

(未
来
を
予
示
す
る
言
)
だ

っ
た
の
か
ど
う
か
。
鄭
玄
は

「胡
」
は
胡

亥
を
指
し

て
い
た
と
す
る
。
中
井
積
徳
は
、始
皇
帝
は
勾
奴
討
伐
の
た

め
利
用
し
た
に
過
ぎ
ぬ
と
言
う
。
だ
と
す
る
と
、胡
亥

の

「胡
」
は
偶

然

の
符
合

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
全
体
が
後
か
ら
捏
造
さ

れ
た
も

の
か
否
か
の
疑
問
も
湧
く
が
、
果
た
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

「緯
書

」
は

「纒
書
」
に
対
し
て
言
う
。
布
を
織
る
縦
糸
が

「経
」
、

横
糸
が

「緯
」
で
あ
る
。
縦
糸
が
最
初
に
設
定
さ
れ
て
、
横
糸
が
そ

れ
に
通
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
を
取

っ
た
命
名
で
あ
る
。
『孝
纒
』
を
含

め
た

「七
纒
」

(易

・
書

・
詩

・
禮

・
樂

・
春
秋
+
孝
経
)
に
対
し

て
、
そ
れ

ぞ
れ
緯
書
が
作
ら
れ
て

「七
緯
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
書

は
、
吉
凶
禍
福

に
附
会
さ
れ
、
治
乱
興
亡
を
予
言
し
、
「孔
子
の
作
」

と
偽
托
さ

れ
た
も
の
が
多

い
。
多
く
は
怪
誕
無
稽

の
内
容
と
さ
れ
て

き
て
、
方
士

の
伝
え
た
識
語
と
共
に

「識
緯
」
と
合
せ
称
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

前
漢

の
中
期
以
前
は
、
識
緯
は
零
細
な
片
言
隻
語
に
過
ぎ
な
か

っ

た
が
、
前

漢

の
末
年
に
な
る
と
、
方
士
化
さ
れ
た
儒
生

に
よ
り
、
大

量
の
識
緯

が
造
ら
れ
、
書
物
が
編
ま
れ
た
。
後
漢

の
初
代
皇
帝
劉
秀

ず

し
ん

は
図
識

で
も

っ
て
兵
を
挙
げ
、
皇
帝
に
即
位
以
後
は
識
緯
を
崇
め
信

ず

し
ん

じ
た
。
建

武
中
元
元
年

(五
六
年
)
、
「天
下
に
圖
識
を
宣
布
」
し
た
。

そ
の

「圖
識
」

(識
語
に
図
を
加
え
た
も
の
)

に
は
、
「河
圖
」

(カ

ト
、
あ
る
い
は
カ
ズ
と
も
)
九
篇
、
「洛
書
」
六
篇
、
伏
義
か
ら
孔
子

ま

で
に
偽
托
さ
れ
た
篇
三
〇
篇
、
そ
れ
に
緯

書
三
五
篇
を
加
え
、
合

計
八
〇
篇
が
あ

っ
た
。

識
緯

は
、
数
術
に
よ
る
迷
信
と
経
学
が
結

合
し
た
も

の
だ
と
さ
れ

る
。
核
心
は
陰
陽

・
五
行
を
骨
格
と
し
た
神

学
で
あ
る
が
、
内
容
は

雑
多

で
、
解
経

の
文
字
も
あ
れ
ば
、
古
代

の
神

話
伝
説
、
さ
ら
に
天

文

・
地
理

・
暦
法
と
い
っ
た
自
然
科
学
の
知
識

も
入

っ
て
い
る
。
識

緯
中

で
孔
子
は
過
去
と
未
来
を
知
る
偉
大
な
神

聖
な
人
物
に
塑
造
さ

れ
て
い
る
。
識
緯

の
神
学
理
論
の
基
礎
は

「天
人
感
応
論
」
で
あ
る
。

「天
」
は
上
帝
を
指
し
、
最
高
神
で
意
志

・
考

え

・
感
情
を
持
ち
、
賞

罰
を
実
行
す
る
人
格
神
で
あ
る
。
天

の
意
志

は
陰
陽
五
行
と
天
象
の

変
化
を
通
じ
表
明
さ
れ
る
。
こ
の
陰
陽
五
行

と
天
象

の
変
化
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
吉
凶

・
禍
福
が
占
わ
れ
予
知
さ
れ
、
天
意
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
識
緯
は
、
後
漢

に
あ

っ
て
は
支
配
の

統
治
思
想

の
重
要
な
構
成
要
素
を
な
し
、
経
学
上

の
分
岐
、
国
家
の

礼
制

の
問
題
も
識
緯
に
よ

っ
て
決
断
さ
れ
た
。
魏
巫
日
以
降
、
歴
代
の

統
治
者
は
識
緯
を
禁
止
し
、
識
緯
の
書
は
散
逸

す
る
。

緯
書

の
実
際
の
例
を
見
て
み
る
。
以
下
は

う
ん

と

す
う

に
引
か
れ
た
春
秋
緯

『運
斗
福
』
で
あ
る
。

舜
、
大
尉
を
以
て
號
を
受
く
。

『太
平
御
覧
』
巻
八

一

即
位
し
天
子
と
爲な

a

五
年
二
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じ
ゅ
ん
し

ゆ

月
、
東

に
巡

狩
す
。
中
月
に
至
り
、
三
公
諸
侯
と
河
洛

(黄
河

・

ず

洛
水
)

に
臨

み
観

る
。
黄
龍
有

り
五
采
、
圖
を
負

い
出
、
舜

の
前

お

す
す

は
こ

に
置
く
。
蹄
び

て
水
に
入
り
前

み
去
る
。
圖
、
黄
玉
を
以
て
厘
と

ひ
つ

爲

す

。

櫃

の
如

し

。

長

さ

三

尺

、

廣

さ

八

寸

、

厚

さ

一
寸

。

四

合

け
ん

し

し
て
戸

(扉
)
有
り
、
白
玉
の
検

(封
印
)
、
黄
金

の
縄
、
芝

(霊

で
い

な

芝
)
を
泥

(封
印

の
泥
)
と
爲
し
、
爾
端
を
封
ず
。
章
に
曰
く

「天

ふ

じ

ぽ
う

黄
帝

の
符
璽
」

(符
璽

は
天
子

の
印
鑑
)

の
五
字
。
廣

(縦
)
、
裏

(横
)
各

三
寸
、
深
さ
四
分
、
鳥
文

(鳥
型
の
字
)
な
り
。
舜
、
太

司
空
禺

・
臨
侯

・
望
博
等
三
十
人
と
集
り
獲
す
。

(後
略
)

萢
文
瀾

(『文
心
離
龍
』
正
緯
篇
注
)

篇
の
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

に
よ

る
と

、
次

の
緯

書

七

一

け
ん
さ
く

ど

せ
ん

き

ぎ
ん

こ
う

易
緯
八
篇

(『乾
墾
度
』
等
)。
尚
書
緯
二
一二
篇

(『旋
磯
鈴
』
『考

れ

い
よ
う

あ
く

か

き

鑛
曜
』
等
五
篇
。
他

に
同
じ
く
尚
書
緯
に
入
る

『握
河
紀
』
等

の

は
ん
れ
き
す
う

が
ん

『尚
書
中
候
』
一
八
篇
が
含
ま
れ
る
)。
詩
緯
三
篇

(『氾
歴
橿
』
『含

し
ん

む

神
霧
』
等
)。
禮
緯
三
篇
。
樂
緯
三
篇
。
春
秋
緯

一
四
篇
。
孝
纒
緯

九
篇
。
論
語
識
八
篇
。

識
緯
の
書
名

は
ど
れ
も
奇
怪
な
名
で
あ
る
。
『易
経
』
の
緯
書
と
し

け
い
ら
ん

と

て
は

『乾

馨
度
』
『稽
覧
圖
』、
『尚
書
』
の
緯
書

で
は

『旋
磯
鈴
』
『考

鐘
曜
』等

々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
名
称
も
識
緯

の
書

の
神
秘
性
を
物
語

っ

て
い
る
。

し
ん

緯
書

は
、
湖
れ
ば
、
『易
』
「繋
僻
傳
」
の

「是
の
故
に
、
天

神

ぶ

つ

こ
れ

の
っ
と

物
を
生
ぜ
ば
、
聖
人

之
に
則
る
。
天
地

攣
化
す
れ
ば
、
聖
人

之

に

な
ら

し
ょ
う

あ
ら
わ

か
た
ど

敷
う
。
天

象

を
垂
れ
、
吉
凶
を
見
せ
ば
、
聖
人

之
に
象

る
。
河

ず

(黄
河
)

圖
を
出
し
、
洛

(洛
水
)

書
を
出

せ
ば
、
聖
人

之

に
則

る
」

の
文

に
至
る
。

こ
の

「河

圖
を
出
し
、
洛

書
を
出
せ
ば
、
聖

か

と

人

之
に
則
る
」
に
出
る

「河
圖
」

(黄
河
の
図

)
「洛
書
」
(洛
水
の

は
っ

か

書
)
に

『周
易
』
の
八
卦
、
『尚
書
』
の

「洪
範
」
が
見
立
て
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
湖
れ
ば
、
『尚
書
』

「顧
命
」
篇
に

「越
玉

・

え
ん
え
ん

五

重

・
陳

寳

・
赤

刀

・
大

訓

・
弘

壁

・
碗

瑛

、

西

序

に

在

り

。

大

玉

・

夷

玉

・
天

球

・
河

圖

、

東

序

に
在

り

」
。

西

序

・
東

序

は

東

西

の
脇

屋

。

そ

こ

に
列

べ

ら

れ

た

珍

宝

類

に

「河

圖

」

が

あ

っ
た

と

記

さ

れ

し

か
ん

し

て

い

る
。

ま

た

、

『
論

語

』

「
子

牢

」

篇

に

「
子

曰

く

"
鳳

鳥

至

ら

や

か
な

ず
、
河

圖
を
出
さ
ず
。
吾
已
み
ぬ
る

(　
)
夫
"」
と
い
う
。
瑞
祥

の
な
い
の
を
孔
子
が
嘆

い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の

「圖

(図
)
」

と

「書
」
が
実
際

に
何
を
指
す
か
は
、
今
も
ま
だ
、
明
確
を
欠
く
と

さ
れ
る
が
、
緯
書

で
は

「黄
河
か
ら
龍
馬
が

(『周
易
』
の
)
八
卦

の

図
を
背
負

っ
て
出
て
き
、
洛
水
か
ら
神
亀
が

「書
」
(『尚
書
』
の

「洪

範
」)
を
貢
い
だ
」
と
説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

漢
代
初

の
大
儒
、
董
仲
舖
は
武
帝
に

「百
家
を
排
し
儒
家
の
み
を

尊
崇
す
る
」

こ
と
を
建
議

し
、
以
後
、
中
国

は
儒
教
を
国
教
と
す
る

封
建
思
想
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る
基
本
体
制

が
で
き
上
が
る
。
そ
の

董
仲
箭
は
今
文
学
派

で

『公
羊
春
秋
』
を
講

じ
た
。
前
に
も
述

べ
た

が
、
今
文
学
派
は

「微
言
大
義
」
を
主
と
し
た
。

こ
の

「微
言
」
と
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は
ま
さ
し
く

「微
な
る
言
」
で
微
妙
説
き
難
き
を
内
容
と
し
、
そ
の

「微
言
」
に
よ
っ
て
説
か
れ
る

「大
義
」
に
は
陰
陽
五
行
に
結
合
し
た

神
秘
的
な
教
え
と
い
う
側
面
を
持

つ
。
董
仲
野

は

"
天
人
感
応
論
"

を
説

い
た
。
中
国
の

「天
人
合

=

に
は
、
様
々
な
面
が
含
ま
れ
る

が
、
一
面

で
は
神
秘
思
想
で
も

っ
て
帝
王
支
配
に
お
も
ね
り
、
他
方
、

自
然

つ
ま
り
天
事

の
中
に
、
人
間
世
界
の
人
事
は
包
摂
さ
れ
る
と
す

る

"天
人
感
応
"
の
論
に
よ

っ
て
自
然

の
災
害
は
人
為
的
な
政
治
の

ミ
ス
に
よ

る
と
説

い
た
。

こ
れ
に
は
、
君
権

の
恣
意
を
制
し
よ
う
と

し
た
面
も
あ

っ
た
。
董
仲
寄
に
は
、
支
配
階
級

の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と

し
て
の
儒

家

の
儒
教
化

に
よ
る
封
建
思
想
の
支
え
、
今
文
学

で
あ
る

公
羊
学
に
よ
る
三
世
説

(理
想
社
会

へ
の
段
階
論
)、
及
び
神
秘
思
想

的
な
傾
向

、
そ
れ
に
こ
の

「天
人
合

一
説
」

に
よ
る
政
治

の
改
良
、

こ
の
四
者

が
読
み
と
れ
る
。

以
上
見

て
き
た
緯
書

に
対
す
る
見
方
に
お
い
て
、
昨
今

で
は
大
き

な
変
化
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
李
学
勤
氏

の

一
九

ム　
　

九
四
年
の
次
の
文
章
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

緯

の
命
名
は
も
と
も
と
纒
に
配
し
て
名
付
け
ら
れ
た
。
漢
代
の

緯
学

は
実
際
に
は
経
学

の

一
部
分
で
あ
る
。
漢
代
の
経
学
を
考
察

す
る
時

に
緯
学
を
棄

て
て
し
ま
っ
て
は
経
学

の
全
貌
は
う
か
が
い

知
り
よ
う
が
な

い
。
近
人
が
漢
代
の
経
学
を
講
じ
て
、
董
仲
訂
以

下

で
は
何
ら
言
う
べ
き
実
質
的
な
話
が
な

い
の
は
こ
の
た
め
で
あ

る
。
前
人
は
誤

っ
て
経
と
緯
を
分
け
隔

て
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

…
…
漢
代
経
学

の
幾
多

の
重
要
な
中
身
は
、
緯
書
の
中

に
保
た
れ

て
い
る
。
経
学
と
緯
学
と
は
不
可
分
な

の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
儒

者
が
経
を
説
く
と
き
緯
書
を
引

い
て
く
る

の
は
き
わ
め
て
自
然
な

こ
と
で
あ
る
。
清
代
の
学
者
が
漢
学
を
研
究

す
る
際
、
緯
書
に
遡

ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
は
こ
の
点
を
物
語

っ
て
い
る
。

み
な

の

よ
く
知
る
よ
う
に
、
経
学
は
中
国
古
代
学
術

の
中
心
で
あ
り
、
根

幹
で
あ
る
。
緯
学
の
地
位
は
、

こ
う
見
て
く
る
と
、
き
わ
め
て
明

瞭
に
な
る
。

歴
代
、緯
書

の
真
偽
に
つ
い
て
は
論
争
止
む
こ
と
が
な
か

っ
た
。

そ
の
主
要
な
原
因
の

一
つ
は
緯
書
が
孔
子

に
依
託
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
、
我
々
が
、
緯
書

は
孔
子
が
作

っ
た
と

す
る
外
衣
を
剥
ぎ
取
り
さ
え
す
れ
ば
、
た
だ

ち
に
緯
書

の
意
義
と

価
値
に
つ
い
て
正
確
に
評
価
を
下
す
こ
と

が
で
き
る
。
…
…
そ
の

中
に
は
史
料
並
び
に
文
学
価
値
に
富
ん
だ
篇
章
が
乏
し
く
な
い
。

中
国
古
代

の
伝
説

・
習
俗

・
科
学

・
哲
学
等
々
を
研
究

す
る
に
、

緯
書
は
珍
し
き
も
の
の
宝
蔵
で
あ
り
、
我

々
が
中
に
深
く
入

っ
て

い
く
の
待

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

李
学
勤
氏
は
さ
ら
に
識
と
緯
の
関
係
に
触
れ
、
次

の
よ
う
に
述

べ

て
い
る
。
「
一
つ
の
問
題
は
識
と
識

の
関
係

で
あ
る
。
み
な
習
慣
的

に

「識
緯
」
と
言
う
が
、
実
際
に
は
識
と
緯
は
関
連
は
す
る
も
の
の
、
全

ち
ょ
う
け
ん

く
等
し
い
も

の
で
は
な
い
。
…
…
識

の
特
徴
は

「徴

験
」
(徴
候
)
に
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あ
る
。
現
代
的
に
言
え
ぼ
予
言
で
あ
る
。
…
…
緯
は
性
質
の
如
何
に

拘
ら
ず
、

す
べ
て
経
を
解
く
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
識

(予
兆

・
予

言
)
の
内
容
を
雑
入
さ
せ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

緯
書
の
主

体
で
は
な

い
。
緯
書
に
術
数
妖
妄

の
言
葉
が
有

っ
て
識
と

通
じ
、
文

献
上
連
称
さ
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
両
者

は

「
一
で
あ

っ

て
、
二
で
は
な

い
」
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し

こ

お
う
り
ん

せ
い

か

て
は
明
代

の
胡
鷹
麟

『四
部
正
誰
』
等

の
書
が
す
で
に
正
確
な
分
析

を
行

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
全
な
説
明
を
し
て
い
る
の
が

『四
庫
全

書
総
目
提
要
』
で
あ
る
。
『儒
者
は
多
く

"識
緯
"
と
称
す
る
が
、
そ

の
実
、
識

は
識
で

一
つ
、緯
は
緯

で

一
つ
で
あ
る
。
識
な
る
も
の
は
偽

り
で
も

っ
て
隠
語
を
作
り
出
し
、
吉
凶
を
予
言
す
る
。
緯
は
経

の
支

流

で
あ
り
、
延
長
し
て
派
生
的
な
義
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
』
と
言
う
」
。

我
々
は
当
初
、
緯
書
中
に

「偽
中
の
偽
」
を
読
み
と
ろ
う
と
し
た

の
だ
が
、
結
果
は
逆

に

「偽
中

の
真
」
を
読
み
と
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
強
く
認
識
せ
ざ

る
を
得
な
く
な

っ
た
と
言
え
る
。
実
は
そ
う
し

た
流
れ
は
今
日
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
は
な
い
。
近
来

の
学

の
流

れ
が
そ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
李
学
勤
氏
の
指
摘

は
そ
れ
を
言
う
。

緯
書
は
李
学
勤
氏
の
指
摘
を
待

つ
ま
で
も
な
く
、
実
に
内
容
雑
多

で
あ
る
。

例
え
ぼ
、
『
易
纒
』

の
緯
書

『乾
馨
度
』

で
あ
る
。
名

は

「天
に
通

じ
る
道
」
。

「乾
」
は
天
、

「馨
」
は
穿
馨

つ
ま
り
穴
を
空

け

通
す
。
「度
」
は

「途
」
つ
ま
り
道

の
意
で
あ
る
。
こ
の
書

は
、
系
統

た
い
え
き

的
な
宇
宙
生
成
論
を
述
べ
る
。
そ
の
図
式
は
、
太
易
↓
太
初
↓
太
始
↓

こ
ん
り
ん

太
素
↓
渾
論
↓
天
地
↓
万
物

で
あ
る
。
気
、
形
、
質
が
三
位

一
体
と

な

っ
て
宇
宙
が
構
成
さ
れ
る
論
が
展
開
さ
れ
る
。
宋
明

の
理
学
も

こ

の
影
響
を
受
け
た
。
以
下
は
宇
宙
観
、
地
動
説
、
太
陽
と
月
に
つ
い

け
い

し

て
の
記
述
で
あ
る
。
『春
秋
元
命
包
』
に
言
う
。

「天
は
鶏
子

(鶏

の

卵
)
の
如
し
。
天
大
き
く
、
地
小
さ
し
。
表
裏

に

(卵

の
外
側
に
も

中
側
に
も
)
水
有
り
。
地

は
各
の
お
の

(ど

こ
も
)
気

(大
気
)
を

(上
に
)
承
け
て
立

つ

(成
り
立

っ
て
お
り
)、
水

(
の
上
)
に
載
り

し
や
こ
く

て
浮
ぶ
。
天
は
車
毅

の
過
ぎ
る
が
如
し

(車

の
車
軸
が
通
る
み
た
い

オ

オ

し

な

も

の

で

あ

る
)
」
。

「月

、
陰

の
精

爲

り

。
燈

自

ら

光

り

無

し
。

日

の

か

す
な
わ

照
ら
す
を
籍
り
て
乃
ち
明
る
し
」。
『尚
書
考
籔
曜
』

に
言
う
。

「地
、

つ
ね恒

に
動
き
て
止
ま
ら
ず
。
人
は
知
ら
ず
、
讐

え
れ
ぼ
、
人
、
大
舟
の

ゆ
う

中
に
在
り
て
鵬

(舟
窓
)
を
閉
ざ
し
坐
す
が
如

し
。
舟
行
け
ど
覚
え

ず
」
。
以
上
、
緯
書
に
見
る
貴
重
な
科
学
的
な
考
え
、
宇
宙
観

で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
見
れ
ば
、

い
か
に
貴
重
な
も

の
が
緯
書
に
内
蔵
さ
れ

て
い
る
か
が
、
直
ち
に
読
み
と
れ
よ
う
。

り
ゆ
う
き
ょ
う

ち
ょ
う
り

ゆ
う

劉

魏

(六
朝
、
齊
～
梁

四
五
六
～
五
二
〇
)
の

『文
心

離

龍
』

け
み

正
緯
篇

は

「経
を
酌
み
て
緯
を
験
す
る
に
、
其

の
偽
に
四
有
り
」
(経

書

の
内
容
か
ら
緯
書
を
検
証
し
て
み
る
と
、

四
点

の
偽
が
あ
る
)
と

緯
書
が
偽
な
る
証
し
を
四

つ
挙
げ
る
。
今
、
紙
幅

の
関
係
で
要
点
だ

け
を
挙
げ
る
。

一
、
経
書
と
緯
書

の
関
係
は
、
布
を
織
る
際
に
横
糸

に
縦
糸
を
通
し
て
完
成
さ
せ
る
、

こ
の
横
糸

・
縦
糸
両
者
の
関
係
に
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似
る
。
両

者
は
麻
と
木
綿

の
異
な
る
二

つ
を
混
え
る
こ
と
は
し
な
い

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
経
書
が
正
統
的
な
書
で
あ
る
の
に
対
し
緯
書

は
奇
書
と
も
言
え
る
正
反
対
の
性
格
を
持

つ
。
こ
れ
が
偽
の
第

一
点
。

二
、
書
と

し
て
の
性
格
か
ら
言
え
ぼ
、
経
書
は
聖
人

の
訓
え
を
説
き
、

緯
書
は
神

の
教
え
を
説
く
。
だ
か
ら
経
書
の
内
容
は
広
く
、
緯
書
は

集
約
的
な
簡
潔
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず

、
実
際
に
は
、
緯
書
の
数
は
経
書
よ
り
多
く
、
内
容
も
繁

雑
を
き
わ
め
る
。
偽

の
第
二
点
で
あ
る
。
三
、
緯
書
が

「符
識
」
と

い
わ
れ
る

の
は
、
天
か
ら
天
命
が
告
げ
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
緯
書
八

一
篇
は
孔
子
の
名
に
託
さ
れ
て
お
り
、
尭
が
緑
圖
を

き

し
ょ
う

作
り
、
姫

昌

(周
公
)
が
丹
書
を
作

っ
た
と
さ
れ
る
。
偽

の
第
三
点

で
あ
る
。

四
、
緯
書
は
股
周
以
前
に
出

て
き
た
と
さ
れ
、
経
書

の
成

立
は
春
秋
時
代
で
あ
る
。
緯
書
が
先
で
、
経
書
が
後

で
あ
る
。
こ
れ

は
横
糸
と
縦
糸
の
関
係
と
い
う
点
か
ら
言

っ
て
も
お
か
し
い
。
偽

の

い
え
ど

こ
こ

よ

第
四
点

で
あ

る
。

「眞
存

す
と
錐
も
、
儒
亦
た
焉

に
慧
れ
り
」。
劉
囎

は
経
書
と

の
絡

み
で
緯
書

の
偽
を
見
る
。
し
か
し
、
劉
麗
が

『文
心

げ
ん
ど
う

ち
ょ
う
せ
い

そ
う
け
い

離
龍
』

の
冒
頭

「原
道
」

「徴

聖
」

「宗
纒
」

の
三
篇

の
次

に
こ
の

「正
緯
」
篇

(
「正
緯
」
は
緯
書
の
偽
を
正
す
意
)
を
置
い
た
所
以
は

他
で
も
な

い
。
緯
書
に
偽
を
認
め
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず

そ

の
偽
を
明
確
に
し
た
上
で
、
緯
書

の
中
に
あ
る

「文
」

の
価
値

つ
ま
り
は
文
化

・文
学

・
「文
章
」
の
価
値
を
正
当
に
評
価
す

る
こ
と
、
そ

の
必
要
を
強
調
せ
ん
が
た
め
で
あ

っ
た
。
「原
道
」
(道

み
な
も
と

を
原

11
源
と
す
)
は

「文
」
の
源

(存
在

の
根
拠
)
を
道
に
求
め
る

コ
ス
モ
ロ
ジ
　

ち
ょ
う

宇
宙
論
を
述
べ
、

「徴
聖
」

(聖
に
徴
す
)
は
伏
義
以
下

の
三
皇
五
帝

夏
禺
か
ら
孔
子
に
至
る
聖
人
に

「文
」

の
根
拠
を
求
め
る
文
明
論
を

そ
う

述

べ
、

「宗
経
」

(纒
を
宗
と
す
)
は
五
経
等

の
経
典
を
具
体
的
に
出

発
点
と
す
る
。
そ
れ
を
つ
い
で
こ
の

「正
緯
」
(緯
を
正
す
)
篇
が
置

か
れ
た
の
で
あ
る
。

九

こ

こ
ま

で

「史

」

の

〈真

〉

と

〈
偽

〉

に

つ
い

て
述

べ

て
き

た

。

次

に

「辮
偽
」
の
学
ー

つ
ま
り
書
籍
の
真
偽

を
は
っ
き
り
さ
せ
る

学

の
行
方
を
追

っ
て
み
た
い
。
疑
古

の
流

れ
は
、
清
朝
以
後
展

開
し
て
き
た
辮
偽

の
学
と
表
裏
を
な
す
。

り
ょ
う
け
い
ち

ょ
う

梁

啓

超

『古
書

の
眞
儒
及
び
其

の
年
代
』

(
一
九
三
六
年
中
華
書

局
初
版
、
梁
啓
超

の
死

(
一
九
二
九
年
)
後

の
出
版
)
の
冒
頭
に
次

の
よ
う
に
言
う
。

文
化
の
発
達
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、古
を
好
む
心
も
強
く
な
る
。

世
代
も
遠
く
な

っ
て
古
代
が
埋
没
し
て
い
く
に

つ
れ
、
自
然
と
、

多
く
の
人
が
古
書
を
捏
造
し
当
時
の
求
め
に
応
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
状
況
は
ど
の
国
に
も
あ
る
が
、
と
り
わ
け
中
国

で
は
偽

　
　
　

物
を
作
り
上
げ
る
才
は
特
別
発
達
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

同
じ
著
者

の

『中
国
歴
史
研
究
法
』
(
一
九

二
二
年
初
版
)
は
、
中
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国
研
究

の
際
、
今
な
お
参
考
に
値
す
る
書
で
あ
る
。
同
書
は
研
究
に

際
し
て
は
、
文
献

の
真
偽
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
肝
要

だ
と
説
く
。
偽
書
と
は
、
「そ
の
全
部
も
し
く
は

一
部
が
後
人

の
偽
作

に
な
る
も

の
」
と
偽
書

の
定
義
を
は

っ
き
り
さ
せ
た
上
で
、
次
の
よ

う
に
述

べ
て
い
る
。

偽
書

で
、
前
人
が
す
で
に
考
定
し
て
鉄
案
と
な

っ
た
も
の
が
あ

る
。
我

々
は
こ
れ
ら
に

つ
い
て
知

っ
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
そ

う

で
な

け
れ
ぼ
、
引
用
し
論
拠
と
す
る
場
合
に
無
駄
骨
に
な

っ
て

い
ん
ぜ
い

し
ま
う
。
例
え
ば
、
『尚
書
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

「胤
征
」
な
る

篇
が
あ

る
が
、
そ
こ
に
夏
王
朝

の
仲
康
時

の
日
食

の
こ
と
が
出
る
。

最
近

(
一
九

二
二
年

の
当
時

"
中
島
附
記
)
数
十
年
間
、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
学
界
で
論
戦

の
的
と
な

っ
た
問
題

で
あ
る
。
異
説
紛
々
と
し

て
十
数

の
説
が
出
、

シ
ノ
ロ
ジ
ー
学
者
、
専
門
家
の
論
著

に
よ
っ

て
論
争

が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
胤
征
篇
が
東

巫
日
時
に
出
た
偽
書
な
る
こ
と
を
全
く
知
ら
ず
に
行

っ
て
い
る
も
の

え
ん
じ
ゃ
く
き
ょ

で
、

こ

の
事

は
清

朝

の
閻

若

蕨

等

に

よ

っ
て
完

全

に
解

決

を

見

、

定

説

と

な

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

.....
m
l

n

ッ
パ
人

は

こ

の

案

件

に

つ

い

て
、
知

識

を
持

ち

合

わ

せ

て

い
な

い
た

め

、
喧

々
誇

々

ぺ

あ
わ

と
論
争

し
て
い
る
が
、
我
々
か
ら
見
る
と
、
「笑
う
可
し
、
憐
れ
む

可
し
」

で
あ
る
。

こ
れ
ら
偽
書
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
清

の

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
を
旙
け
ば
概
略
が
分
か
る
。
こ
の

『提

要
』
中

、
「真
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
も

の
、
必
ず
し
も
真
で
は

な
い
が
、
「偽
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
も

の
は
ま
ず
ま
ち
が
い
な

く
偽
で
あ
る
。

こ
れ
は
学
者
と
し
て
必
ず
や
持

っ
て
お
か
ね
ば
な

ム
フ
　

ら
な
い
常
識

で
あ
る
。

ま
た
前
掲

『古
書

の
眞
儒
及
び
其

の
年
代
』
で
は
、
「偽
作
に
専
念

し
て
前
文
を
剰
窃
し
た
書
」
と
し
て

『偽
古
文
尚
書
』
お
よ
び

『文

子
』
を
挙
げ
る
。

「偽
」
を
な
そ
う
と
す
る
人
は
、
人
に
信
じ

て
も
ら
う
た
め
に
多

く
古
書
を
引
用
す
る
。
例
え
ば

『儒
古
文
尚

書
』
で
あ
る
。
こ
れ

は
東
習
時

の
人
が
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
逸
書
が
多
か

っ

た
の
で
、
偽
作
を
し
た
人
は

一
点

で
も
採

れ
る
資
料
が
あ
れ
ぼ
、

棄

て
置
き
は
し
な
か

っ
た
。
ち
ょ
う
ど
花
か

ら
蜜
を
集
め
る
よ
う

に
で
あ
る
。
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
見
取
れ
る
痕
跡
は
な
い
。
清
儒
に

『儒
古
文
尚
書
』
の
出
処
を
探

っ
た
人
が
お

っ
た
が
、
そ
の
老
祖

(出
処
)
を
ほ
ぼ
全

て
探
り
当
て
た
。
宋
儒

の
二
程
・朱
子

の
学
以

来
、
最
も
大
切
だ
と
認
め
ら
れ
き
た
十
六
文
字
、

「人
心
惟
れ
危

ま
こ
と

そ

し
、
道
心
惟
れ
微
な
り
。
惟
れ
精
、
惟
れ

一
。
允
に
蕨

の
中
を

と執
れ
」
が
あ
る
。
彼
ら
の
説
に
よ
れ
ば
、
実

に
五
千
年
前

の
唯

一

の
文
化

の
淵
源
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
が
そ
の
出
処
を
尋
ね
て

か
い
へ
い

ぎ
ょ
う
え

つ

み
る
と
、
こ
れ
は

『葡
子
』
解
蔽
篇
と

『論

語
』
尭

日
篇

の
数
句

を
寄
せ
集
め
て
で
き
た
も

の
で
あ
る
。
解
蔽
篇
は

『道
経
』
の

「人

心
之
危
、
道
心
之
微
」
を
引
き
、
尭
日
篇

は
尭
が
舜
に
命
じ
た
言
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葉

「允

に
蕨
の
中
を
執
れ
」
と
述
べ
、
偽
造
者
は
こ
の
ニ
カ
所
の

話
を

一
カ
所
に
連
結
し
た
の
で
あ
る
。
「之
」
字
を

「惟
」
字
に
改

め
、
そ
れ
に

「惟
れ
精
、
惟
れ

=

を
加
え
て
、
そ
こ
で
十
六
字

の
伝
心

の
秘
訣
が
で
き
上
が

っ
た
の
で
あ
る
。

最
も
奇
怪
な
例
は

『文
子
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
完
全
に

『准
南

子
』
を
剰
窃
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

一
篇

一
段
、

『准
南

子
』
の
原
文
を
剰
窃
し
て
い
な
い
も

の
は
な

い
。
た
だ
篇
名

を
改
め

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ぼ

『准
南
子
』
の
第

一
篇
は

「原
道

」
篇
で
あ
る
。
『文
子
』
は
こ
れ
を

「道
原
」
篇
に
改
め
て

い
る
。
言
う
べ
き
言
葉
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
書

は
取
る
べ
き
価

値
は

一
点
も
な

い
。
焼
き
捨
て
て
し
ま

っ
て
も
惜
し
く
は
な
い
も

ム　
　

の

で
あ

る

。

り
ょ
う
け
い
ち
ょ
う

こ
う
ゆ
う

い

梁

啓

超

(
一
八
七
三
～

一
九
二
九
)
は
、
康
有
爲
に
師
事
し
、
康

ぽ

じ
ゅ
つ

有
爲
と
共

に
維
新
変
法

の
運
動
に
加
わ
り
、
戊

戌

の
政
変
に
破
れ
て

日
本
に
亡
命
し
た
。
彼
は
民
権

・
自
由

・
平
等

・
愛
国

・
利
民

・
大

同
を
主
張
。
五
四
運
動

の
後
は
、
主
要
な
精
力
を
学
術
研
究
に
注
い

だ
。
上
記

の
著
書
の
他

に

『清
代
學
術
概
論
』
『先
秦
政
治
思
想
史
』

『中
國
近

三
百
年
學
術
史
』
が
あ
る
。

し
ん
ち
ょ
う

辮
偽

の
専
著

は
き
わ
め
て
多

い
。
張

心

激

『儒
書
通
考
』
(上
下

冊
、
商
務
印
書
館
、

一
九
三
九
年
初
版
/

一
九
五
七
年
修
訂
版
)
も

辮
偽

の
学

を
代
表
す
る
著
書
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
書
に
よ

っ
て
、

現
存
す
る
文
献
の
真
偽
が
ど
の
よ
う
に
解
明

さ
れ
て
き
た
か
を
見
て

み
よ
う
。

こ
の
書

の
判
定
結
果
を
代
表
的
な
書
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
以

下

で
あ
る
。

経
部

(十
三
経
)

・

『周
易
』
は
撰
者
誤
認
。
『今
文
尚
書
』

は
疑
有
り
。
『古
文
尚

書
』
は
儒
。
『書
序
』
は
儒
。
『尚
書
孔
氏
傳
』
儒
。
『詩
経
』
不

儒
。
『儀
禮
』
作
者
誤
認
。
『禮
古
経
』
亡
、
偲
。
『周
禮
』
撰
人

と
時
代
、
誤
認

で
、
改
竃
有
り
。
『禮
記

』
撰
人
不
明
。
『春
秋

左
氏
傳
』
撰
人
誤
認
、
あ
る
い
は
改
造
が
疑
わ
る
。
『孝
経
』
撰

人
誤
認
。
『古
文
孝
纒
』
儒
。

『論
語
』
儒
作
増
入
有
り
。
『孟

子
』
非
自
撰
。
『孟
子
正
義
』
儒
。
『爾
雅
』
撰
人
誤
認
。
(『公

羊
傳
』
『穀
梁
傳
』
は
記
載
せ
ず

"
中
島

付
記
、
以
下
同
)

史
部

:
『史
記
』
増
益
有
り
。
『漢
書
』

一
人
の
完
成
す
る
所
に
非
ず
。

『逸
周
書
』
儒
を
疑
わ
る
も
尽
く
は
儒
な
ら
ず
。
(『史
記
』
『漢

書
』
以
外

の
正
史
は
不
掲
載
)

子
部

:

あ
ん

し

け

ご

く

ぞ
う

し

『曇
子
』
自
撰
に
非
ず
。
『孔
子
家
語
』
儒
。
『孔
叢
子
』
儒
。
『黄

な

い
で
ん

い
く

し

帝

内

傳

』

儒

。

『
篶

子

』

儒

。

『
老

子

』

撰

人

・
時

代

、

不

明

。

そ
う

じ

か

つ
か
ん

し

『文
子
』
儒
。
『列
子
』
儒
。
『荘
子
』
内

に
儒
有
り
。
『鵬
冠
子
』

ぼ
く

し

か
ん

し

し
ん

し

儒
。
『墨
子
』
内
に
儒
有
り
。
『管
子
』
非
自
撰
。
『愼
子
』
後
に
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偲
作

有
り
。
『韓

(非
)
子
』
儒
有
り
と
疑
わ
る
。
『公
孫
龍
子
』

り

く

ロこ
う

偲
と
疑
わ
る
も
儒
に
非
ず
。
『六
翰
』
儒
。
『孫
子
』
撰
人
不
明
。

こ

し

い

り
ょ
う

し

ほ
ん

『呉
子
』
儒
。
『尉

線

子
』
儒
。
『司
馬
法
』
儒
と
疑
わ
る
。
『本

ぞ
う

そ

も
ん

れ
い
す
う
け
い

し

か

草
』
撰
人
誤
題
。
『素
問
』
撰
人
誤
題
。
『塞
椹
経
』
儒
。
『子
華

し

し

し

な

お

り
ょ
う

し

子
』
儒
。
『　
子
』
今
本
は
依
託
爲
り
と
疑
わ
る
。
『於

陵

子
』

き

こ
く

し

り
ょ

し

偲
。

『鬼
谷
子
』
儒
と
疑
わ

る
。
『呂
氏
春
秋
』
誤
入
有
り
と
疑

え

な
ん

じ

わ
る
。
『准
南
子
』
二
人

の
作
混
清
す
。

以
上
、
代
表
的
な
文
献

の
辮
偽

の
結
果
で
あ
る
。
辮
偽
学
者
と
し

て
の
張
心
激
は
か
な
り
慎
重
な
方

で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
書

が
取
り
扱

っ
た
文
献
は
纒

・
史

・
子

・
集

・
道
藏

・
佛
藏

の
六
部

の
書
籍

=

〇
五
部
。
内
、
偽
と
さ
れ
る
も
の
八
〇
九
部
。

一
部

に
偽

の
存
す
る
も
の
二
七
九
部
。
完
全
に
真

で
あ

っ
て
偽
で
な

い
も
の
、
わ
ず
か
に
八
部
。
実
に
七
三
・二
%
が
偽
。
二
五
・二
%
が
部

分
的

に
偽
。
完
全
に
真
な
る
も

の
は

『詩
経
』
『穆
天
子
傳
』
『呉
郡

志
』
『抱
朴
子
』
『公
孫
龍
子
』
『
白
虎
通
義
』
『後
山
談
叢
』
『石
林

志
』

の
八
部
。
他
に

『尚
書
大
傳
』
に

つ
い
て

「伏
勝
の
遺
説
、
其

の
徒

(弟
子
)
の
撰
す
る
所
な
り
」
と
記
す
。

こ
こ
で
は

一
応
、
真

に
入
れ
た
が
、
著
者

の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば

「誤
題
撰
人
」
に
い
れ
る

べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
書
を
含
め
れ
ぼ
、真
な
る
書
は
わ
ず
か
に

九
部
。
全
体
の
書

一
一
〇
五
部
の
○
・八
%
に
過
ぎ
な

い
。
さ
ら
に
他

に
、
判
定

の
記
載
を
欠
く
も

の

『石
纒
大
學
』
『竹
書
紀
年
』
『王
子

安
集
』
『
從
亡
日
記
』
『南
遷
録
』

の
五
部
等
の
八
部
が
あ
る
。
も
ち

う
ん
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な

い
書
も
多

い
。
こ
れ
ら
は
辮

偽

の
対
象
と
な

っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
偽
書
と
見
な
さ
れ
て
い
な
い

と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
あ
る
い
は
、
辮
偽

の
検
討
が
ま
だ

及
ば
な
か

っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
篇
篇
末
に

『儒
書

通
考
』
の
真
偽
判
定
の
統
計
表
を
置
い
た
。
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

か
か
る
辮
偽

の
学
に
激
震
が
襲
う
。
二
十
世
紀
後
半
に
次
々
と
出

土
し
た
古
代

の
文
献
、
地
下
に
埋
も
れ
て
い
た
簡
吊

(簡
策
と
吊
書
)

の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
出
土
に
よ
り
、
過
去
四
、
五
百
年
間
、
営
々

と
築
き
上
げ
ら
れ
た
辮
偽

の
学

の
成
果
は

一
挙

に
崩
壊
に
瀕
す
る
事

態
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
章
を
設
け
後
述
す
る
。

こ
こ
で
は
そ
の

一
例
だ
け
を
示
そ
う
。
前
掲
、
梁
啓
超

『古
書
の

眞
儒
及
び
其

の
年
代
』
中
で

「
こ
の
よ
う
な
書

は
取
る
べ
き
価
値
は

一
点
も
な

い
。
焼
き
捨
て
て
し
ま

っ
て
も
惜
し
く
は
な

い
」
偽
書
と

言
わ
れ
た

『文
子
』

で
あ
る
。

一
九
七
三
年
、
河
北
省
定
県

(現
、

定
州
県
)

の
漢
墓

(前
漢
中
山
王
劉
脩
。
前
五

五
年
死
亡
)
で

『論

語
』
『儒
家
者
言
』
等
八
点
が
出
土
。
そ
の
中

に

『文
子
』
竹
簡
残
簡

が
あ

っ
た
。
『文
子
』
は
梁
啓
超
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
永
年
の
間

偽
書
だ
と
さ
れ
、
異
論
は
な
か

っ
た
の
だ
が
、
徐
慧
君

・
李
定
生
校

バ
　
　

注

『文
子
要
詮
』
に
よ
る
と
、
完
全

に

『文
子
』
は
真
で
あ
る
と
し
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
簡
本

(11
竹
簡
本
)
『文
子
』

の
内
容

は
、

今
本

『文
子
』
と
か
な
り
大
き
く
異
な
る
。
大
き
な
相
異
点
は
、
今

本

で
は

「老
子
曰
く
」
と
し
て
全

て
話
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
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「老
子
曰
く
」
が
簡
本
で
は
全

て

「文
子
曰
く
」
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

『文
子
』

は

『漢
書
』
藝
文
志

に
も
著
録
が
あ
り
、
班
固

の
自
注
に

「老
子
の
弟
子
。
孔
子
と
同
期
、
"
周
平
王
に
問
う
"
と
称
す
。
依
託

に
似
る
も

の
な
り
」
と
あ
る
。
周
の
平
王
は
東
周
最
初
の
王

(前
七

七
〇
～
前
七
二
〇
)
で
あ
り
、
老
子

・
孔
子
よ
り
早
く
二
五
〇
年
位

の
差
が
あ

る
。
ま
た
内
容
が
大
き
く

『濫
南
子
』
と
重
な
り
、
『文

子
』
が

『准
南
子
』
か
ら
取

っ
て
き
て
作
ら
れ
た
と
受
け
取
ら
れ
て

い
た
。
そ
こ
か
ら
、
偽
書

で
あ
る
こ
と
、
間
違
い
な

い
と
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
班
固
が
い
う

"依
託
し
た
も

の
"
と
偽
書

と
は
異
な
る
。
依
託
は
話

を
そ
れ
に
託
し
て
述
べ
る
こ
と
で
、
真
偽

に
直
接
関
係
は
な
い
。
ま
た
こ
こ
の
平
王
と
は
、
周

の
平
王
で
は
な

く
、
楚
の
平
王
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
班
固

の
注

の
誤
り

で
あ
る
。
さ
ら
に
内
容
的
に
は
、
『文
子
』
が

『准
南
子
』
を
抄

し
た

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

『准
南
子
』
が

『文
子
』
を
抄
し
た
と
考
え

ら
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
一
例
だ
け
を
挙
げ
れ
ば
、
『文
子
』
上

仁
篇
の

「故
に
善
く
建

て
る
者
は
抜
か
ず
、
建
て
る
こ
と
の
形
な
き

を
言
う
な
り
。
(以
下
省

略
)
」。
こ
こ
が

『准
南
子
』
で
は
後

の

一
句

が
な
い
。

そ
こ
に
後
漢

の
高
誘
が

『准
南
子
』
の
注
に

「建

て
る
こ

と
の
形
な
き
を
言
う
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
高
誘
が

『文
子
』
を

見
て
の
注
と
思
わ
れ
る
。
も
し

『文
子
』
が

『准
南
子
』
か
ら
抄
襲

し
た
も
の
な
ら
、
『准
南

子
』
に
は
こ
の
句
が
な
い
の
だ
か
ら
、
高
誘

の
注
を
見

て
の

『文
子
』
作
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
今
、

前
漢
墓
か
ら

『文
子
』

が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
前
漢
墓
出
土

の

『文
子
』
が
後
漢

の
高
誘
注
を
見
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。
そ
の

お
　

　ぜ

点
、
丁
原
植
著

『文
子
新
論
』
、
丁
原
植
著

『
〈文
子
〉
資
料
探
索
』

は

『准
南
子
』
が

『文
子
』
に
よ

っ
た
と
し
な

が
ら
も
、
慎
重
に

『潅

南
子
』
に
別
本

(
こ
の
句
が
存
在
し
た
本
)

が
あ

っ
た
可
能
性
も
あ

り
得

る
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
高
誘
注
に
よ
る
限
り
、
高
誘

は
そ

う
し
た
テ
キ
ス
ト
を
見
て
お
ら
ず
、
『准
南
子

』
が

『文
子
』
を
抄
襲

し
た
と
取
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
も
し
竹
簡
本

の
出
土
が
な
け
れ
ば
、

『文
子
』
は

『准
南
子
』
お
よ
び
高
誘
注
か
ら
偽
書
が
作
ら
れ
た
と
さ

れ
る
こ
と
、
ま
ず
間
違

い
な

い
。
そ
れ
が
従
来

の
辮
偽
の
学

の
通
例

で
あ
る
。
前
漢
墓
か
ら

『文
子
』

が
出
土
し

た
こ
と
に
よ
り
、

一
挙

に

『文
子
』
偽
書
説
は
崩
れ
去

っ
た
の
で
あ

る
。

い
ん
ぜ

い

も
う

一
つ
、
同
じ
く
梁
啓
超
が

『尚
書
』
「胤
征
」
篇

に
出
る
夏
王

朝

の
仲
康
時
の
日
食

の
こ
と
で
論
争
す
る
当
時

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
を

べ

「偽
書

で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
」
人
々
で

「笑

う
可
し
、
憐
れ
む
可

し
」
と
し
た
。
そ
れ
が
、
拙
論
上
篇

(七
九
頁
)

で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
今
、
夏
商
周
断
代
工
程
で
そ
の
日
蝕
が
起

こ
っ
た
年
月
日
が
改

め
て
問
わ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
『晩
書
古
文
尚

書
』

(所
謂

『儒
古
文
尚
書
』
)

の
可
信
性
が
改
め
て
問
わ
れ
る
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彦
名
春
氏
は
論
文

て
い
る
。

「疑
古
と
史
料
審
査
」

で
次

の
よ
う
に
指
摘
し
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か
く

し
て
、
古
書

の
通
例
、
例
え
ば
、
撰
人

(作
者
名
)
を
題

さ
な
い

こ
と
、
分
合
定
ま
ら
ぬ

こ
と

(篇
を
分
割
し
た
り
合
篇
し

た
り
定

ま
ら
ぬ
こ
と
)、多
く
後
人

の
附
益
と
増
飾
を
経
て
い
る
こ

と
等
々
が
偽
書

の
証
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
酷
吏

の
治
獄

同
然
の

〈法
律

の
過
剰
適
用
〉
が
古
書

の
大
災
難
を
造
成
し
た
の

で
あ
る
。
張
心
激

の

『儒
書
通
考
』
だ
け
で
も
、
扱

っ
た
書

二

〇
五
点

の
多
き
で
、
我
が
国
古
代
文
化

の
名
著
は

一
網
打
尽
で
あ

る
。
こ
れ
は

一
種

の
形
を
変
え
た
文
字

の
獄
で
あ
る
。
決
し
て
客

観
的
な
史
料
審
査
と
は
言
え
な

い
。
文
学
史
の
研
究

に
必
要
な
も

の
は
客

観
的
な
史
料

の
審
査
で
あ
っ
て
、
"文
化

の
自
己
謎
責
"
な

　
ね
　

る
性
質

の
疑
古

で
は
な
い
。

十

次
に
、

辮
偽

の
学
中

の

『左
傳
』
偽
作
説
の
行
方
を
追

い
つ
つ
、

『左
傳
』
の
文
献
資
料
と
し
て
の
問
題
、
特
に

『左
傳
』
が
ど
の
よ
う

な
過
程
を
経

て
成
立
し
た
と
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
見

て
み
た
い
。

『左
傳

』
の
作
者
と
さ
れ
る
左
丘
明
に
は
別

に

『國
語
』
が
あ
り
、

『國
語
』
が
、
内
傳

『左
傳
』
に
対
し
て
外
傳
と
呼
ば
れ
る
こ
と
等
は

す
で
に
記

し
た
。
『左
傳
』
は
、
前
に
述

べ
た
よ
う
に
、
先
秦
時
代
引

い
て
中
国
歴
史
を
通
じ
最
も
秀
れ
か
つ
最
も
重
要
な
史
書
で
あ
る
。

か

つ
、
古
代
史
に
関
す
る
文
献
資
料
で

『左
傳
』

に
勝
る
重
要
性
を

持

つ
も
の
は
多
く
は
な
い
。
今

で
は

『左
傳
』

を
偽
書
と
す
る
人
は

ま
ず

い
な
い
が
、

こ
の

『左
傳
』
が
如
何
な
る
形
、
如
何
な
る
経
過

で
偽
書
と
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
見
て
み
た

い
。

こ
こ

し
ん
ぎ
ょ
く
せ

い

り
ゅ
う
ね
い

ム
お
　

で
は
、
主
と
し
て
沈

玉

成

・
劉

寧
著

『春
秋

左
傳
學
史
稿
』
を
参

考
に
し
て
述
べ
た
い
。
こ
の
書

は
、
父
と
娘
で
あ
る
沈
玉
成

・
劉
寧

両
氏
、
特
に
沈
玉
成
氏

の
、歴
史
上
の
過
去

の

『左
傳
』
学
史
を
集
大

成
す
る
畢
生
の
書
と
も
言
え
る
。
後
半
の
清
前

期

(第
九
章
)
以
後

の
四
章

は
劉
寧
氏

の
筆
に
な
り
、沈
玉
成
氏
の
改
定
を
経
て
成

っ
た
。

り

ゆ
う
ほ
う
ろ
く

こ
う
ゆ
う

い

『左
傳
』
偽
作
説
は
、
清

の
劉

逢
禄
と
清
末
民
国
初

の
康
有
爲
、
及

こ

き
つ
こ
う

び
疑
古
派
の
顧
韻
剛
に
よ
っ
て

『左
傳
』
偽
作
説
が
唱
え
ら
れ
た
。

り
ゆ
う
き
ん

三
者
共

に
前
漢
末

の
劉

散
に
よ
っ
て

『左
傳
』
は
偽
作
さ
れ
た
と
主

張
す
る
も
の
で
あ
る
。

劉
逢
禄

(
一
七
七
四
～

一
八
二
九
)
は
、
清
代

の
今
文
学
派

の
彙

基
者

で
あ
り
、
今
文
学
派

に
よ
る
、
古
文
学
派

に
対
す
る
最
初

の
挑

戦
者

で
あ
る
。
彼
の
見
解

は

『左
傳
』
は
劉
散

に
よ

っ
て
偽
作
さ
れ

た
と
す
る
も
の
だ
が
、

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る

こ
と
は
、
中
国

の
偽

書
説

は

一
般
的
に
言

っ
て
、
そ
の
書
全
体
が
架
空

に
で
っ
ち
上
げ
ら

れ
た
、
捏
造
さ
れ
た
と
す
る
の
で
は
な
い
場
合

が
多

い
。
本
来
あ

っ

た
書
を
元
に
し
て
偽
造
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ

る
こ
と
が
多

い
。
『左

傳
』
偽
書
説
も
、
劉
敵
が
従
来
存
在
し
た
左
丘

明
の
著

『左
氏
春
秋
』

を
改
造
し
て

『春
秋
左
氏
傳
』
に
仕
上
げ
た
と
し
た
。
こ
の
元
と
な

る

『左
氏
春
秋
』
は
も
と
も
と

『呂
氏
春
秋
』
『曼
子
春
秋
』
と
同
じ
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雑
史

の
類
だ

っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
来
、
経
典

『春
秋
』

と
は
関
係

の
な
い
も
の
だ
っ
た
書
が
、
経

(『春
秋
』
本
文
)
と
密
接

な
関
係
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
劉
逢
禄

に
よ

る
と
、
劉

散
は
自
ら
の
古
文
学
派
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
今
文
学
派

に
向
か

っ
て
戦

い
を
挑
ん
だ
の
が
、
こ
の

『左
傳
』
の
偽
作
で
あ
り
、

今
文
学

の

『公
羊
傳
』
、
『穀
梁
傳
』
に
対
抗
し
古
文
学
に
有
利
な
ら

し
め
る
た
め
に

『左
傳
』
を
偽
作
し
た
の
だ
と
劉
逢
禄
は
考
え
た
。

劉
逢
禄
は
、
『漢
書
』
が
多
く

の
場
合
、
古
文
学
派

の
主
張

の
根
拠
と

さ
れ
る
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
彼
は

『史
記
』
儒
林
傳
と

『漢
書
』

儒
林
傳
を
比
較
し
て
、
『史
記
』
に
な
い
も
の
が

『漢
書
』
に
あ
る
場

合
に
は
、

そ
も
そ
も

『漢
書
』
の
こ
の
部
分
は
劉
散
に
よ
っ
て
偽
造

さ
れ
付
け
加
え
ら
れ
た
と
考
え
、
そ
の
基
礎
の
上

に

『左
傳
』
劉
散

偽
作
説
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次

い
で
康
有
爲
で
あ
る
。
康
有
爲

(
一
八
五
八
～

一
九
二
七
)
は
、

清
末
民
初

の
思
想
家

・
政
治
家
で
、
維
新
変
法
を
主
張
し
、
政
治

・

制
度

の
改
良
を
図

っ
た
。
梁
啓
超

の
師

に
当
た
る
。
『新
學
儒
経
考
』

『孔
子
改
制
考
』
『大
同
書
』
の
著
作

で
も

っ
て
、
公
羊
学
を
拠
り
所

に
変
法
を

唱
え
、
政
治

の
改
革
を
目
指
し
、
「戊
戌

の
政
変
」
(
一
八

九
八
年
)

で
失
脚
。
梁
啓
超
と
共
に
日
本
に
亡
命
し
た
。

彼

の
主
張
は
、
今
文
学

の

『春
秋
公
羊
傳
』
に
よ
る
三
世
説

に
依

拠
し

て

"人
類
の
社
会

の
発
展
は
乱
世
、
昇
平
世
、
太
平
世

の
三
段

を
経

て
発
展
す
る
"
と
い
う
理
論
を
内
容
と
し
た
。
『禮
記
』
に
よ
る

「大
同
」

思
想
で
も
っ
て
上
下

・貧
富

の
区
別
を
な
く
し
た
理
想
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
さ
ら
に
王
陽
明

の
心
学
を
加
え
、
そ
の
上
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
想
、
特
に
進
化
論
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
仏
教
を
加
味
す

る
も

の
だ

っ
た
。
今
文
学
派

の
立
場
で
古
文

学
派
を
否
定
、
攻
撃
し

た
が
、
特

に
古
文
学

の

『左
傳
』
を
偽
作
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
自
ら
の
公
羊
学
に
よ
る
今
文
学

の
正

し
さ
を
証
明
し
よ
う

と
し
た

の
で
あ
る
。

『新
學
儒
経
考
』
の

「新
學
」
と
は
、
王
葬

の

「新
」
王
朝

の
古
文

経
学
を
指
す
。
康
有
爲
に
従
え
ば
、
古
文
経
籍

は
、
す
べ
て
劉
歓
よ

り
出
た
偽
作

で
あ
り
、
劉
散
が
王
葬

の
た
め
に
作
り
出
し
た
の
だ
と

考
え
た
。
康
有
爲
は
、
『左
傳
』
は
劉
散
が

『
國
語
』
を
割
裂
し
て
で

き
た
も

の
と
し
た
。
さ
ら
に
は

『史
記
』
『漢
書
』
中

の
古
文
経

に
係

わ
る
部
分
は
全

て
劉
散
の
偽
作
か
ら
出
た
と

し
、
『史
記
』
さ
え
も
劉

散

に
よ

っ
て
書
き
改
め
ら
れ
古
文
派
に
有
利
な
材
料
に
さ
れ
た
と
し

た
の
で
あ
る
。

沈

・
劉
両
氏

『左
傳
學
史
稿
』
は
結
論
的

に
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。劉

氏

(逢
禄
)
は
終
始
、
学
術
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え

彼
に
失
誤
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
冷
静

で
心
穏
や
か
に
問
題
を
探

ろ
う
と
し
た
。
康
氏

(有
爲
)
は
十
分
意
識
し
自
覚
的
に
学
術
を

政
治
の
従
属
物
と
し
、
独
断
専
行
し
た
の
で
あ
る
。
も
し

『新
學

儒
纒
考
』

で
も

っ
て
康
有
爲
を
評
価
す
る
と
す
れ
ぼ
、
康
有
爲
は

思
想
上

の
巨
人
で
は
あ
る
が
、
学
術
上

の
條

儒
で
あ
る
、
と
言

っ
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て
差

し

支

え

な

い
。

最
後
に
顧
韻
剛

の

『左
傳
』
劉
敵
偽
作
説
は
如
何
な
る
も
の
か
。

顧
氏
の

『左
傳
』
偽
作
説
は
、

一
九
三
〇
年

の

「五
徳
終
始
説
下

の
政
治
と
歴
史
」

(『古
史
辮
』
第
五
冊
掲
載
)
の
中
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
時
期
は
、
夏
禺
天
神
論
の

「前
論
」
が

一
九
二
一二
年
に

手
紙
が
発
表
さ
れ
、
『古
史
辮
』
第

一
冊

へ
の
掲
載
が

一
九
二
六
年
、

「後
論
」
が
発
表
さ
れ
た

の
が

一
九

三
七
年

で
、
そ
れ
ら
と
前
後
す
る

時
期
で
あ

る
。
顧
韻
剛

は
こ
の
後
、
一
九
四
二
年
、
重
慶
大
学
で

『春

秋
戦
国
史
』
を
講
義
し
、

こ
の
問
題
に
対
す
る
見
方
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
そ
の
講
義
内
容
は

一
九
八
八
年
に
四
川
巴
蜀
書
社
が
劉
起

針
の
受
講

ノ
ー
ト
に
基
づ
い
て

「『春
秋
』
三
傳
及
び

『國
語
』
の
綜

合
研
究
」
と
題
し
整
理
出
版
し
た
。

顧
氏
は

「『左
傳
』
は
も
と
も
と
雑
記
体
の
史
で
あ
っ
た
」
と
す
る

劉
逢
禄
の
意
見
を
踏
襲
し
、
そ
れ
を
元
に
劉
散
が
改
造
し
て

『左
傳
』

に
し
た
と

し
て
い
る
。
劉
逢
禄
と
異
な
る
点
は

「五
徳
終
始
説
下
の

政
治
と
歴
史
」
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の

「五
徳
終
始
説
下

の
政

治
と
歴
史
」
な
る
観
点
は
、
主
要
に
康
有
爲
・崔
適
に
端
を
発
す
る
。

康
有
爲
は

『新
學
儒
経
考
』
中
で

「今
文
家
に
よ
る
歴
史

で
は
、
"五

帝
"
と
は
黄
帝

・
額
項

・
帝
轡

二
尭
・
舜
で
少
昊
は
入

っ
て
い
な
い
。

し
か
し
そ
れ
が
古
文
家

の
歴
史
で
は
、
額
碩
の
上
に
少
昊
が
加
わ
り
、

さ
ら
に
伏
義

・
神
農
も

一
緒
に
入

っ
て
く
る
。
か
く
し
て
古
文
家

の

偽
経
た
る

『周
禮
』

の
三
皇
五
帝
説
に
裏
付
け
が
な
さ
れ
た
」
と
し

て
い
る
。
劉
敵
は

「新
」

の
天
子
に
即
位
し
た
王
葬

の
た
め
に
こ
の

「終
始
五
徳
説
」
を
作
り
出
し
た
。
少
昊
を
増
や
し
て
五
帝
と
し
て
五

徳

に
配
当
。

こ
う
し
て
、
黄
帝

は
土
徳
、
少
昊
は
金
の
徳
、
以
下
、

頴
碩
は
水
、
轡
は
木
、
尭
は
火
、
舜
は
土
、
夏

は
金
、
股
は
水
、
周

は
木
、
漢
は
再
び
火
、
そ
し
て
新
は
ま
た
土
と
な
る
。
こ
う
し
た
木
↓

火
↓
土
↓
金
↓
水
な
る
所
謂

「五
行
相
生
説
」

に
よ
っ
て
天
下

の
王

朝

は
循
環
す
る
と
し
、
新
が
漢
か
ら
王
朝

の
禅
譲
を
受
け
引
き
継
ぐ

の
は
、
あ
た
か
も
舜
が
発
か
ら
禅
譲
を
受
け
る
と
同
様
だ
と
し
た
の

で
あ
る
。
か
く
し
て
王
葬

の
帝
位
即
位
と
新
た

な

「新
」
王
朝

の
創

設
に
大
義
名
分
を
付
与
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
役
目
を
担

っ
て
生
み

出
さ
れ
た
も
の
が

『左
傳
』
で
あ
る
と
顧
氏
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

『左
傳
』
に
は
多
く

の
問
題
が
あ
り
、
従
来
議
論

の
的
と
な
っ
て
き

た
。
そ
の
問
題
点
に
は
あ
る
程
度
答
え
の
出
た
も
の
も
あ
れ
ぼ
、
必

ず

し
も
解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
ま
だ
ま
だ
問
題
を
残
し
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
問
題
と
は
、
作
者
と
さ
れ
る
左
丘
明
そ
の
人

に
係
る
問
題
。
『左
傳
』
の
中
に
使
わ
れ
た
言
語
の
問
題
、
そ
れ
が
何

時
頃
、
何
処

の
地

の
言
語
か
。
『左
傳
』
中

の
歴
史
記
事
に
関
わ
る
問

題
、
特
に
戦
国
時
代

の
何
時

の
時
期
ま
で
の
も

の
を
含
む
か
で
あ
る
。

さ
ら
に

『左
傳
』
中
に
出

る
将
来
を
予
言
す

る
予
言
が

一
体
何
時
の

こ
と
を
予
言
し
た
も

の
か
、
そ
れ
は
戦
国
時
代

に
係
わ
る
予
言
で
は

な

い
か
、
そ
の
予
言
は
戦
国
時
代

の
何
時
ま

で
に
係
わ
っ
て
い
る
の

か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
諸
問
題
か
ら
、
『左
傳
』
作
者
お
よ
び
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成
立
の
過
程
が
問
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

沈
玉
成

・
劉
寧
著

『春
秋
左
傳
學
史
稿
』
は
以
上
の
諸
問
題
を
仔

細
に
検
討

を
加
え
た
後

に
次

の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。

簡
単
に
要
点
だ
け
を
示
そ
う
。

『左
傳

』

の
テ
キ
ス
ト
の
口
頭
で
の
代
々
の
伝
調
は
、
比
較
的
、

長
期
の
期
間
を
経
た
。

こ
の
期
間
に
必
然
的

に
内
容
上

で
も
言
語

上
で
も
次
第

に
豊
富

に
な

っ
て
い
っ
た
。
今
日
、
見
ら
れ
る
戦
国

時
代
に
属
す
る
史
事

は
、

こ
の
過
程
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
に

ち
が
い
な

い
。
言
語

の
風
格

に
於
い
て
戦
国
の
そ
れ
に
接
近
し
て

い
る
文
章
は
、
流
伝
乃
至
写
定
時
に
戦
国
の
文
風
の
影
響
を
受
け

修
改
・
潤
色
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
清
初
の
顧
炎
武
が

『左
傳
』

は

一
時

・
一
人
の
作

で
は
な
い
と
認
め
て
い
る
の
は
、
大
体

『左

傳
』
成
立

の
状
況
を
言

い
得
て
お
り
、
前
人
を
越
え
た
卓
識
で
あ

る
。
今
日

の
研
究
者

は
、

一
時

・
一
人

の
作
と
い
う
観
念

に
拘
泥

す
る
必
要
は
さ
ら
に
あ
る
ま
い
。
『左
傳
』
の
写
定

に
関
し
て
、
比

較
的
確
実
な
年
代
を
定
め
る
の
は
難
し
い
。
『左
傳
』
は
、
文
献
上

で
は
た
だ
最
晩
で
戦
国
後
期
に
す
で
に
写
定
さ
れ
流
布
し
て
い
た

と
証
明

で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
(中
略
)
左
丘
明
が
経

(『春
秋
』
)

を
受
け
傳

(
『左
傳
』
)
を
作

っ
た
後
に
、
そ
の
門
人
後
学
で

『左

傳
』
を
授
受
し
た
者

は
さ
ら
に
原
書
に
対
し
て
不
断
に
増
益

・
補

充
す
る
と

こ
ろ
が
あ

っ
た
。
こ
の
過
程
は
相
当
長
期
間
持
続
し
た
。

お
お
よ
そ
戦
国
前
期
も
し
く
は
中
期
に

『左

傳
』

の
内
容
は
や

っ

と
基
本
的

に
固
定
化
し
た
。

こ
の
増
益

の
過
程
は
口
頭
流
伝
の
形

式
で
進
行
し
、
文
字

の
定
本
が
出
現
す
る

の
を
待

っ
て
、
内
容
も

基
本
的
に
固
定
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
増

益
流
布

の
具
体
的
な

形
式
は
当
然
な
が
ら
今
日
で
は
も
う
す
で

に
尋
ね
よ
う
も
な
く

　ち

な
っ
て
い
る
。

顧
頷
剛

の

『左
傳
』
劉
敵
偽
作
説

に
前
後
す
る
頃
か
ら
以
後
、
『左

傳
』

の
研
究
は
さ
ら
に
深
め
ら
れ
て
い
き
、
銭
穆

『劉
向
敵
父
子
年

表
』
等
は
、
劉
散

の
生
涯
を
た
ど
り
、
偽
作
説

が
時
問
的
に
成
り
立

た
な
い
こ
と
、
ま
た
劉
敵
の
当
時
、
偽
作
が
な
さ
れ
な
が
ら
そ
れ
に

対
す
る
非
難
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な

い
の
に
、
非
難
が
全

く
な
い
こ
と
、
ま
た
少
昊
を
五
帝
に
入
れ
る
考

え
は
劉
敵
以
前
か
ら

す
で
に
あ
っ
た
こ
と
、

こ
う
し
た
指
摘
に
よ
り

『左
傳
』
劉
敵
偽
作

説
の
あ
り
得
ぬ
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
の
他
、
多
く
の
論
文
に
よ

っ

て
偽
作
説
は
完
全
に
否
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

『春
秋
』
お
よ
び

『左
傳
』

の
文
献
の
信
葱
性
を
示
す
も
の
と
し

て
、
書
中

の
天
文

(日
蝕
)
観
測
記
事
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
。
陳
美

東
著

『中
国
科
学
技
術
史

・
天
文
巻
』
に
よ
る
と
、
書
中
の
日
蝕
記

　
お
　

事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『春
秋
』
記
載
二
四
二
年
間

(前
七
二
二
～
前
四
八

一
)
に
三
七
回

の
日
蝕
記
載
記
事
が
あ
る
。
現
在

の
天
文
計
測
に
よ
る
と
、
う
ち
、
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二
五
回
は
正
確
な
記
載
で
誤
り
は
な
い
。
残
り

一
二
回
中
、
五
回
は

小
さ
い
欠

陥
が
あ
る
。
(う
ち
、

一
回
は
年
に
誤
り
が
あ
り
、
宣
公
七

年
が

一
七

年
に
誤
り
、
他
四
回
は
月
に
誤
り
が
あ
る
。
荘
公

一
八
年

四
月
が
三

月
、
文
公
元
年
三
月

が
二
月
、
宣
公
八
年
九
月
が
七
月
、

嚢
公

一
五
年
七
月
が
八
月
に
そ
れ
ぞ
れ
誤

っ
て
い
る
)。
さ
ら
に
又
二

回
は
日
名

干
支
が
訣
。
お
そ
ら
く
伝
写
時
の
間
違

い
で
あ
ろ
う
と
い

う
。
さ
ら

に

一
回
は
魯
の
都
曲
阜

で
は
見
え
な

い
。
伝
聞
に
よ

っ
て

記
録
し
た

の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
八
回
を
含
め
三
三
回

(八

九

・
二
%
)
は
信
頼
性
を
持

つ
。
残
り
四
回

(
一
〇
・八
%
)
が
誤
げ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
回
は
月
と
日
の
干
支
が
誤
り
。
他

の
三
回

(僖
公

一
五
年
五
月
、
襲
公
二

一
年

一
〇
月
、
嚢
公
二
四
年
八
月
)
は

日
蝕
は
な
く
、
完
全
な
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
記
録
中
、
「既
」
と
記

い
け
に
え

さ
れ
て
い
る
も
の
は
蝕
分
九
割
以
上
、

「社
に
鼓
う
ち

て
牲
を
用
う
」

と
注
記
さ

れ
て
い
る
も

の
は
蝕
分
八
割
以
上
で
あ
る
。
さ
ら
に
研
究

に
よ
る
と
、曲
阜
で
見
え
た
日
蝕
は
以
上

の
も
の
以
外
に
五
二
回
あ

っ

た
は
ず
で
あ
る
が
、
う
ち
、

一
七
回
は
蝕
分
が

一
割
前
後

で
あ
り
、

観
測
さ
れ

な
か

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
他
、
三
五
回
は
雨
曇
り

等

の
可
能
性
も
あ
り
得
る
と
し
て
い
る
。

論
理
の
み
か
ら
言
え
ば
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
偽
書
説
は
何

か
別
の
元
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
元
に
偽
作
さ
れ
た
と
い
う
論
理
構
造

と
な

っ
て

い
る
が
故
に
、
偽
作
さ
れ
た
書
中
に
こ
う
し
た
真
実
の
記

事
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
偽
作
説
の
可
能
性

が
否
定
さ
れ
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
元
と
な
る
書
中

に
そ
の
当
該
の
記

事
が
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
単
な

る
理
屈
に
近
い
。
も
し
偽
作
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
真
実

の
資
料
ば

か
り
が
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
そ
れ

以
外

の
偽
作
が
介
在
し
て
不
思
議
は
な

い
。

も
し
真
実

の
史
的
な
材

料

の
み
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
偽
作
で
は
な

く
、
あ
る
種

の
編
纂
作
業
と
い
わ
な
ば
な
る
ま

い
。
上
記
の

『左
傳
』

の
日
蝕
観
測
記
事

に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
記
事
は
計
り
知
れ

ぬ
ほ
ど
貴
重
な
、
か
け
が
え
の
な
い
資
料
性
を
持

つ
。
『左
傳
』
の
資

料
と
し
て
の
そ
の
信
愚
性

の
大
は
全
体
と
し

て
偽
作
説
を
寄
せ
付
け

な

い
ほ
ど
の
重
み
を
持

つ
の
で
あ
る
。

注〈
1
>

誰

を
五
帝

に
数

え

る
か

に

つ
い
て
は
、
他

に
、
伏

義

(
11
庖

犠

)
、

太

昊

(太

晦
)
、
少

昊

(少
腺

)
、
神

農
、

炎
帝

、

湯
王

を
数

え

る
諸

説
が
あ
る
。
参
照
:
中
島
敏
夫
編

『中
国
神
話
人
物
資
料
集
ー

三

 皇
五

帝
夏

萬
先

秦
資

料
集

成

』
汲
古

書
院

、

二
〇

〇

一
年
、

二

ニ
ー

二

三
頁
。

〈
2
>

沈

玉
成

・
劉
寧

『春

秋
左

傳
學

史
稿

』

江
蘇
古

籍

出
版

社
、

一

九
九

二
年

、
三

七

三
ー

三
八

二
頁
。
『左

傳

』
を
解

経

の
書

で

は
な

い

と

す

る
人

に
趙

光

賢
氏

、
胡

念
胎

氏

が

い
る
。

〈
3
>

関
連

資
料

は
、

『左

傳
』

(僖

公

二
五
年

、
文

公

一
八
年

、

昭
公

一
七

年

・
二
九

年

)
、

『
國
語

』

(周

語
下

、
魯

語
上

、
晋

語

四
)
、

『大

戴
禮

』

(
五
帝

徳

・
帝

繋

、
並

び

に
虞

戴

徳
篇

)
、

『禮

記

』

(祭

法
、

月
令

、

樂
記
篇

)

に
見

え

る
。
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〈4
>

王
仲
孚

『中
國
上
古
史
専
題
研
究
』
「大
禺
與
夏
初
傳

説
試
繹
」
五
南
圖
書
出
版
公
司

(壷
)、

一
九
八
五
年
、
三

五
五
-
四
二
六
頁
。

〈
5
>

李
学
勤

(安
井
香
山

・
中
村
璋
八
輯
)
『緯
書
集
成
』

序
、
河
北
人
民
出
版
社
、

一
九
九
四
年
、

一
-
四
頁
。

〈
6
>

梁
啓
超

『古
書
眞
儒
及
其
年
代
』
上
海
中
華
書
局
、

一

九
三
六
年
、

一
頁
。

'

〈
7
>

梁
啓
超

『中
国
歴
史
研
究
法
』
中
華
書
局
、
一
九
二
二

年
初
版

(毫
溝
商
務
印
書
館
、

一
九
六
六
年
、
人
人
文
庫

版

、

(
　

>

〈
9

>
社

、

(°

>

一
二
七
頁
)。

梁
啓
超

『古
書
眞
儒
及
其
時
代
』
四
七
i
四
八
頁
。

徐
慧
君

・李
定
生
校
注

『文
子
要
詮
』
復
旦
大
学
出
版

一
九
八
八
年
、

一
1

=

頁
。

丁
原
植
著

『文
子
新
論
』
萬
巻
棲
、

一
九
九
九
年
、
三

1

=
二
頁
。

〈
H

>

丁

原
植

著

『
〈文

子

〉
資

料
探

索

』
萬

巻

櫻

、

一
九

九

九

年
、

五
〇

〇
頁
。

〈12

>

屡

名
春

「疑
古

と
史
料

審
査

」

(
『中

州

学
刊
』

二
〇
〇

〇

年
第

二
期

「出
土

文

献
与

中
国

文
学

研
究

筆
談

」
七

五

-

八

三

頁

)

(複

印
報

刊
資

料

J

2

・
二
〇

〇

〇
年

第

七

期
、

七

-
八
頁
)

〈13

>

沈

玉
成

・
劉
寧

『
春
秋

左
傳
學

史

稿
』

江
蘇

古
籍

出
版

社

、

一
九

九

二
年

、
第

=

章

、
第

=

一章

(
三

二
九

⊥

二

九

九
頁

)
。

〈14

>

同

右
、

三
九

六

頁
。

〈15

>

陳

美
東
著

『中

国
科

学
技

術
史

・
天
文

巻

』
科
学

出
版

社

、

二
〇
〇

三
年

、

四
〇

1
四

一
頁

。

図表20〈 『儒書通考J分 類別書数統計〉

分類細分類 合計 中分類
目記号 分 類 細 目 内 容 小計

a儒 :1'

a1儒 615

録自他書、刷節他書、襲取成作、窃他人作竃集、他書易名、窃他人作、抄襲他a2
書紗、摘自他書、他書摘出、録自他書、撞拾、疑爲抄撮

49

a3亡 儒 i

a4疑 備 141

a5儒 童 3

b
一部

有儒

279

中有{爲 b置 有偲、疑有儒、真雑以儒 41

撰人
有儒
(撰人
不明)

誤認撰者・作者、撰人可疑、撰人存疑、或誤題撰人・或誤認撰人、儒題撰人、偲b2
託撰人、誤題撰人、或失撰人

71

或誤題撰者且疑有窺乱、誤認撰人及時代並有改臓、誤認撰人且或疑改造、誤b3
題撰人且後人増益

12

b4誤 全題原注者名 1

b5撰 人不明、時代不明、撰人失考、編者不明、撰人不明且有増益 24

b6撰 者不 自名 t

書名循 b7誤 題書名、他書易名 2

部分儒

経増修、有慨作増入、或疑有増益、有改変及増益、後人綴集、有附益、有寛乱、b8
後人雑録、有増鼠 有誤入

58

b9或 託名、非自撰・非原本・非一人完成、非原書 13

b10非 本書、後人所輯、非本書乃後人所輯 53

輯本 bll誤 認輯本為古書 1

後有儒作 b12後 有偲作 1

有疑 b13有 疑 1

c不9 c不 儒、疑偲不儒 9

d他 8

d1記 載なし

d2有 後人続集

d3不 確

5

2

1

分類並びに統計:中 島有責
書中の真偽の判定をグループ別に分類
全書対象書籍総数:nO5部 経部(88)、史部(98)、子部(324)集 部(145)、道蔵(33)、佛藏(417)
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